
湖
州
荘
氏
の
史
案
と
参
訂
の
史
家

湯

淺

幸

孫

　
【
要
約
】
　
順
治
十
八
年
に
起
り
、
康
煕
二
年
に
結
着
し
た
、
湖
州
南
瀞
の
荘
史
の
獄
は
、
周
知
の
事
件
で
あ
る
が
、
　
『
清
代
文
字
獄
櫨
」
に
も
見
え
ず
、

答
案
の
本
宋
を
傳
へ
る
も
の
は
、
・
記
載
に
異
鍔
が
あ
り
、
に
は
か
に
是
非
を
定
め
難
い
。
先
年
、
上
海
で
印
行
さ
れ
た
播
景
鄭
の
『
著
硯
寒
雷
賊
』
に
は
、

傅
以
禮
揖
『
荘
氏
史
案
本
末
』
に
就
い
て
、
傅
氏
の
捜
輯
の
功
を
寄
し
て
み
る
。
そ
こ
に
引
く
資
料
の
中
、
費
三
坊
の
『
恭
稽
筆
記
』
以
外
は
、
筆
者
も

か
つ
て
目
を
通
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
荘
氏
と
交
誼
の
あ
っ
た
繊
塵
清
の
『
榴
寵
随
筆
』
以
外
は
、
傳
聞
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
。
陸
運
・
行
女
史
の
『
秋

思
堂
遺
集
』
に
し
て
も
、
四
十
年
も
昔
の
幼
女
の
思
い
出
を
語
っ
て
み
る
に
す
ぎ
ぬ
。

　
し
か
し
、
事
件
の
閥
係
者
の
一
人
で
あ
っ
た
査
縫
佐
の
『
年
譜
臨
そ
の
他
の
史
料
に
よ
っ
て
、
傅
氏
の
引
く
諸
家
の
記
載
を
補
訂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ

今
、
機
會
を
興
へ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
事
件
の
始
宋
を
概
観
し
、
併
せ
て
、
こ
の
事
件
に
連
坐
し
、
非
命
に
叢
れ
た
歴
史
家
の
奥
炎
と
雄
蘂
章
、
こ
れ
も

無
主
の
罪
に
問
は
れ
た
墨
打
の
名
士
査
綴
佐
と
陸
折
と
を
、
い
さ
さ
か
顯
潔
し
よ
う
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
一
巻
四
号
　
一
九
六
八
年
七
月

湖州荘氏の史案と参訂の史家（湯淺）

醐

　
満
洲
か
ら
中
原
の
地
に
入
り
、
や
が
て
明
の
全
難
壁
を
手
中
に
牧

め
た
清
朝
が
、
組
織
的
に
と
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

は
、
漢
人
を
籠
絡
し
て
知
識
人
の
田
無
を
和
げ
、
故
塁
轡
顧
の
念
を

そ
ら
し
、
新
王
朝
に
封
ず
る
疏
薄
と
信
頼
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

　
そ
の
方
策
は
、
も
と
よ
り
一
に
し
て
足
ら
ぬ
が
、
或
は
、
科
翠
に

よ
っ
て
利
回
の
士
を
誘
ひ
、
或
は
、
制
科
を
開
い
て
山
林
文
學
の
士

を
牧
め
、
知
識
人
を
羅
嘆
ず
る
ζ
と
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
（
溝
朝

の
制
科
は
、
康
煕
十
七
年
の
博
學
鴻
儒
、
雍
正
十
一
年
の
博
學
淫
行
、
乾
隆

元
年
の
博
學
鴻
儒
〈
『
望
外
撫
屑
』
七
。
粛
正
十
一
年
四
月
八
日
置
奉
詔
爆
博

　
ヘ
　
　
　
へ

學
宏
詞
。
興
康
煕
己
未
之
爾
博
學
鴻
儒
者
異
〉
、
そ
の
ほ
か
、
孝
廉
方
正
、

経
學
、
召
試
、
下
っ
て
光
緒
中
の
経
濟
特
科
が
あ
る
。
但
し
、
明
清
人
が
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「
舗
科
議
」
と
か
「
制
秘
策
扁
と
か
総
…
す
る
論
文
は
、
通
常
の
進
士
の
試
験

の
こ
と
を
云
ふ
。
顧
零
点
の
い
は
ゆ
る
「
今
以
三
盆
進
士
、
亦
謬
謂
之
眼
科
」

が
こ
れ
で
あ
る
が
、
沿
習
の
久
し
き
、
あ
な
が
ち
謬
聡
と
も
云
へ
ま
い
）
。
、

或
は
屡
次
の
南
巡
召
試
に
、
詩
賦
を
鰍
じ
著
述
を
呈
す
る
も
の
は
、

こ
れ
を
「
漿
叙
」
し
、
士
を
待
つ
こ
と
の
厚
き
を
示
し
た
。
順
康
雍

乾
四
朝
の
開
館
講
書
の
こ
と
も
、
文
士
を
牢
鳴
し
、
勝
朝
の
　
遺
老
を

字
裡
行
閲
に
老
い
さ
せ
、
新
附
の
諸
臣
を
書
史
套
裡
に
困
し
め
て
、

英
雄
の
心
志
を
溝
磨
す
る
長
策
で
あ
っ
た
と
云
へ
よ
う
。

　
他
方
、
順
治
の
初
め
か
ら
乾
隆
の
末
に
至
る
ま
で
、
し
ば
し
ば
文

字
の
獄
を
興
し
て
、
新
朝
を
証
拉
す
る
も
の
に
は
、
假
借
な
き
邸
堅

を
加
へ
た
。
そ
の
た
め
、
或
は
獄
夷
さ
れ
、
或
は
重
講
に
罹
り
、
こ

と
に
乾
坤
時
代
に
は
一
字
の
違
凝
も
許
さ
ず
、
も
し
犯
す
も
の
は
、

本
人
兄
弟
子
孫
は
み
な
庭
決
さ
れ
、
妻
妾
幼
子
は
寧
古
塔
爾
紅
紙
等

に
流
さ
れ
る
な
ど
、
惨
酷
な
刑
罰
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

例
へ
ば
、
雍
正
朝
に
翫
江
総
督
で
あ
っ
た
李
衛
の
「
海
案
」
の
や
う

　
　
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も

に
、
官
憲
の
指
数
か
せ
ぎ
か
ら
、
大
獄
を
興
す
こ
と
も
あ
り
、
且
又
、

こ
の
種
の
事
件
に
は
、
恐
嘱
と
賄
賂
と
が
っ
き
も
の
で
あ
る
し
、
籍

．
没
し
た
財
産
の
一
部
を
褒
賞
と
し
て
與
へ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
無

頼
の
徒
に
よ
る
告
箭
の
風
を
馴
致
し
た
の
で
あ
る
（
例
へ
ば
、
程
廷
詐

「
紀
方
輿
紀
要
始
末
」
『
青
漢
文
集
』
績
編
三
所
牧
を
み
よ
）
。

　
順
治
十
八
年
に
起
り
、
康
照
二
年
に
結
着
し
た
荘
氏
の
史
鍋
は
、

こ
の
や
う
な
時
代
の
比
較
的
初
期
に
勃
請
し
た
文
字
獄
の
一
事
例
で
、

　
　
　
　
つ
　
　
　
も

　
　
ヨ
　
　
う

そ
の
あ
ら
す
ぢ
は
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
漕
代
著
述
家
の

こ
の
事
件
の
始
末
を
傳
へ
る
資
料
を
讃
む
に
、
記
載
に
異
同
あ
り
、

是
非
に
彼
此
あ
り
、
史
實
を
夷
考
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は

な
い
。

二

　
荘
重
史
案
の
本
末
を
傳
へ
る
文
獄
で
、
す
で
に
管
見
に
及
ぶ
も
の

に
、
翁
廣
卒
『
書
湖
州
重
氏
史
論
』
、
陳
寅
清
『
榴
寵
随
筆
』
、
陸
華

行
『
老
父
雲
遊
始
宋
』
　
（
『
秋
思
賞
控
堤
』
）
、
婁
菓
無
名
氏
『
研
堂
見
聞

雑
記
』
、
楊
三
惑
「
記
荘
廷
鍮
史
芝
煮
宋
」
（
『
秋
室
集
』
五
）
、
顧
炎
武

「
圭
団
四
温
ハ
ニ
子
事
」
　
（
『
亭
主
文
集
』
五
）
、
劉
隊
棚
廷
『
廣
陽
型
記
』
四
、

全
認
望
「
江
十
戒
大
獄
認
」
（
羅
璽
鑓
外
編
』
二
＋
；
、
こ
れ
ら
を
集

成
し
た
虞
山
黄
人
輯
『
大
獄
記
』
、
沈
起
『
査
東
山
年
譜
』
、
李
歩
青

『
霞
外
招
屑
』
一
、
呉
聖
域
『
養
吉
齋
絵
録
』
四
、
そ
の
他
が
あ
る

が
、
い
つ
れ
も
小
舛
を
図
れ
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
、
も
っ
と
も
精
し
い
の
は
、
翁
鍬
下
の
史
案
本
末
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で
あ
ら
う
。
諸
家
の
記
載
に
異
同
の
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
理
に

近
い
も
の
を
取
っ
て
正
文
と
し
、
絵
を
山
桜
と
し
た
と
云
ふ
。
翁
廣

準
（
一
七
六
〇
i
一
八
四
一
）
は
江
蘇
三
江
の
人
。
字
は
海
環
（
一
に

海
村
に
作
る
）
。
書
家
ま
た
は
叢
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
み
る
。
そ
の

『
聴
鶯
居
貫
録
』
三
十
巻
は
、
還
暦
の
序
文
と
と
も
に
、
す
で
に
傳

は
ら
な
い
。
近
年
、
わ
が
國
語
學
者
も
注
目
す
る
『
吾
妻
鏡
補
』
三

十
巻
の
著
作
が
あ
り
、
こ
れ
は
ま
ま
妙
本
が
傳
は
つ
て
み
る
。
　
（
因

に
、
　
『
吾
妻
鏡
』
に
就
て
は
、
朱
孫
奪
、
預
金
蕃
、
翁
廣
挙
の
友
人
徐
康
が

言
及
し
て
み
る
。
）
そ
の
他
、
　
『
績
松
陵
文
鰍
』
若
干
巻
、
　
『
日
本
著

書
目
』
の
薯
が
あ
る
と
云
ふ
が
、
い
つ
れ
も
傳
は
つ
て
み
な
い
や
う

で
あ
る
。
　
『
書
湖
州
荘
氏
史
獄
』
は
、
幸
ひ
に
苑
錯
が
『
韓
鰯
紀
事

詩
注
』
に
牧
録
し
た
の
で
、
史
家
の
養
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
劉
承

幹
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
稼
業
堂
叢
書
』
中
の
『
査
東
山
年
譜
』

に
も
、
管
掌
券
の
賊
文
を
添
へ
て
附
載
し
て
み
る
。

　
こ
れ
よ
り
や
や
簡
略
で
要
を
得
て
み
る
の
が
、
楊
鳳
苞
（
一
七
五

四
i
一
入
一
六
）
の
記
事
で
あ
る
。
楊
氏
は
湖
州
蠕
安
の
人
、
字
は

傅
九
。
諸
生
の
ま
ま
で
生
涯
を
終
へ
た
が
、
か
つ
て
翫
元
の
知
遇
を

得
て
、
瓦
経
精
舎
に
招
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
晩
明
史
の
故
實
に
通

じ
、
　
「
財
経
逸
史
賊
し
十
工
篇
で
盛
名
を
獲
た
。
そ
の
『
秋
室
集
』

（
漏
話
の
語
は
、
李
賀
の
「
章
章
封
事
」
詩
の
「
揚
雄
蕊
室
無
俗
言
」
に
基

づ
く
で
あ
ら
う
）
を
冤
る
に
、
明
末
清
初
の
諸
老
を
顯
督
し
よ
う
と

す
る
意
圖
が
う
か
が
は
れ
る
。
道
光
以
後
に
な
る
と
、
立
直
の
際
の

史
劇
を
語
る
こ
と
が
一
時
の
流
行
と
な
る
が
（
文
字
の
禁
が
、
正
式
に

解
除
さ
れ
た
の
は
威
豊
年
問
の
こ
と
で
あ
る
）
、
　
翁
三
二
氏
は
か
か
る
氣

風
の
先
騙
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
楊
鳳
苞
の
史
案
本
末
に
從
っ
て
事
件
の
梗
概
を

述
べ
、
併
せ
て
、
熱
望
・
濤
橋
之
・
査
平
面
・
陸
折
の
修
史
の
こ
と

に
言
及
し
よ
う
。

三

　
「
荘
廷
罐
、
字
は
子
異
、
先
世
は
奥
江
の
人
、
そ
の
租
始
め
て
鳥

程
の
南
灘
に
里
居
す
。
父
轟
轟
、
字
は
君
維
、
貢
生
と
な
る
。
三
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
づ
ら

を
生
み
、
廷
罐
は
そ
の
長
な
り
。
少
く
し
て
癒
疾
を
患
ふ
。
良
鶴
を

置
き
て
こ
れ
を
治
む
る
に
、
皇
恩
ゆ
れ
ば
ま
さ
に
厨
を
損
ず
べ
し
と

謂
ふ
。
こ
れ
を
試
み
る
に
果
し
て
至
り
。
歯
鏡
、
途
に
妄
り
に
盲
史

を
以
て
自
ら
居
る
（
案
ず
る
に
、
「
太
史
公
自
序
」
に
云
ふ
、
［
左
丘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

明
を
失
ひ
、
そ
れ
醜
語
あ
り
」
と
）
。
そ
の
家
、
故
の
相
國
朱
文
下
北
の

家
と
叢
り
す
。
困
り
て
文
墨
が
『
史
概
』
の
未
刻
列
傳
稿
本
を
購
ひ
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得
て
、
乃
ち
選
書
を
招
き
、
群
も
て
増
損
修
飾
を
な
し
、
論
断
は
な

ほ
朱
史
氏
と
署
す
。
又
、
天
啓
黒
門
爾
朝
の
事
を
績
纂
す
。
そ
の
中

　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
指
斥
の
語
多
し
。
名
づ
け
て
『
明
書
輯
略
』
と
い
ふ
。
書
成
り
て

廷
罐
死
す
。
允
城
こ
れ
を
痛
逃
し
、
た
め
に
故
の
禮
部
主
事
李
艦
齢

（
字
は
霜
回
、
鶴
安
の
人
。
崇
顧
十
三
年
の
進
士
。
國
亡
び
て
露
乱
す
。
著

に
噌
編
京
大
事
略
レ
あ
り
）
に
乞
ふ
て
叙
を
撰
せ
し
め
（
李
の
同
年
陶
錆

の
代
作
と
云
ふ
。
陶
、
字
は
子
固
、
鳥
獣
の
人
）
、
呉
越
の
名
士
十
八
人

を
列
ね
て
、
参
閲
の
十
八
人
の
も
の
と
な
す
。
館
安
の
茅
元
畜
、
奥

之
銘
、
臭
之
鉛
、
令
暫
の
子
勅
煮
、
元
銘
の
子
莱
、
鳥
程
の
呉
楚
一

唐
元
雛
、
嚴
雲
起
、
　
將
麟
徴
、
銀
緯
砧
、
全
祐
の
子
一
［
　
、
呉
江
の

張
忠
庵
、
董
二
酉
、
呉
炎
、
濡
樫
章
、
仁
和
の
陸
折
、
海
若
の
査
二
佐
、

苑
駆
な
り
。

　
始
め
天
啓
中
、
文
七
す
で
に
『
史
概
』
五
種
を
叢
る
。
大
政
．
大

訓
・
大
事
の
三
記
、
開
國
・
遜
國
諸
臣
の
二
列
傳
、
版
心
み
な
清
美

堂
と
離
る
。
蕪
氏
の
史
も
ま
た
満
美
堂
と
躍
る
は
、
そ
の
版
式
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

齊
を
欲
す
る
の
み
。
順
治
十
七
年
冬
、
刊
成
り
、
頗
や
世
に
行
は
る
。

陸
、
査
、
苑
の
三
人
い
ま
だ
雷
を
見
ず
、
し
か
る
に
そ
の
名
は
参
尊

母
に
在
り
と
聞
く
、
こ
こ
に
於
い
て
年
の
十
二
月
、
各
ζ
検
し
て
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま

道
切
爾
衡
に
呈
す
。
胡
は
湖
州
府
警
教
授
趙
鱈
宋
に
飾
し
め
て
検
畢

せ
し
む
。
君
宋
こ
の
書
を
買
ひ
て
磨
廉
し
、
殿
諦
の
語
数
十
百
條
を
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

摘
出
し
、
學
道
に
申
覆
し
、
又
、
學
富
の
門
に
列
ね
掲
ぐ
。
允
城
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
6

下
に
賄
を
行
い
、
書
中
の
忌
諜
の
庭
を
戴
易
し
、
数
十
葉
を
改
刊
し
、

な
　
ほ

伽
然
も
印
行
す
。
又
、
巡
道
止
武
烈
に
臆
し
、
君
宋
の
私
款
を
持
す
。

　
　
　
　
た
だ

霜
宋
敢
て
較
さ
ず
難
や
や
已
む
。
こ
れ
よ
り
先
、
荘
、
前
の
巡
法
王

允
詐
を
拝
し
て
門
生
と
な
る
。
已
に
し
て
王
、
面
戸
使
に
官
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
か

蕪
、
そ
の
醗
勢
を
腐
り
、
前
脳
せ
る
『
明
書
』
を
以
て
禮
部
、
都
察

院
、
通
政
司
の
三
衙
門
に
呈
し
検
察
せ
し
め
ん
と
す
。
推
忽
劇
換
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

申
文
を
斥
く
る
も
、
途
に
す
で
に
部
院
の
検
察
を
経
て
、
便
ち
逆
軍

の
語
あ
ら
ざ
る
あ
り
、
事
、
錆
落
す
べ
し
と
謂
ふ
。
」

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
、
蕪
史
は
、
朱
國
祓
の
『
皇
明
史
概
』
共
五
錐
2

百
二
十
巻
（
崇
禎
五
年
刊
）
の
未
刻
の
列
傳
稿
に
、
天
啓
崇
績
落
懸
の

事
を
加
へ
て
編
纂
し
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
蕪
允
城
は
明
知
の
歳

康
生
で
、
復
肚
に
入
り
、
望
氣
術
を
善
く
し
、
窮
に
よ
つ
て
互
冨
を

得
た
と
云
ふ
。
長
子
の
廷
鐘
は
年
十
九
の
と
き
抜
貢
生
に
選
ば
れ
た

が
、
間
も
な
く
盲
目
と
な
っ
た
（
翁
広
平
）
。
同
心
の
豪
商
馬
蝿
明
の

女
を
嬰
っ
て
み
る
が
、
朱
は
好
悪
な
手
段
で
産
を
成
し
た
ら
し
く
、

人
命
を
草
啓
し
、
そ
の
た
め
家
を
破
る
も
の
が
無
数
で
あ
っ
た
と
云

ふ
。
朱
國
顧
の
清
美
堂
の
扁
額
を
買
ひ
取
っ
た
の
が
こ
の
朱
墨
明
で
、
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そ
れ
に
は
董
其
昌
の
書
款
が
あ
り
、
　
「
朱
老
年
親
毫
」
と
書
か
れ
て

み
た
。
後
に
こ
れ
が
禍
の
も
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
楊
鳳
蔵
の
「
煎

飯
佑
明
」
に
精
し
い
。
朱
國
頑
に
は
周
知
の
や
う
に
、
『
湧
瞳
小
判
』

と
い
ふ
筆
記
小
説
騰
の
考
謹
の
書
が
あ
る
。
萬
暦
十
七
年
の
進
士
で
、

累
進
し
て
禮
部
爾
書
勲
文
淵
極
大
學
士
と
な
り
、
天
啓
中
、
内
閣
の

首
題
の
地
位
に
在
っ
た
。
禁
中
の
秘
書
や
福
案
等
を
覧
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
　
『
史
話
』
の
や
う
な
浩
瀬
な
史
書
を
著
し
た
の
で
あ
ら

、
つ
。

　
参
訂
者
は
、
翁
廣
李
に
よ
れ
ば
二
十
四
人
で
あ
る
。
楊
鳳
苞
の
黎

げ
て
る
る
の
は
、
こ
の
中
の
主
要
な
人
物
で
あ
ら
う
。
彼
等
の
事
略

は
、
　
『
秋
室
集
』
や
『
榴
縮
随
筆
』
に
見
え
る
。
十
八
人
以
外
に
や

や
名
の
聞
え
た
も
の
に
、
烏
程
の
関
聲
、
字
は
毅
夫
が
あ
る
。
黄
宗

義
の
「
雪
蓑
面
繋
墓
誌
銘
」
（
『
南
雷
文
約
隔
所
収
）
は
そ
の
事
跡
を
傳
へ

る
。
苑
駿
、
唐
墨
佐
、
鯖
折
の
三
人
が
、
荘
史
と
關
係
の
無
か
っ
た

こ
と
は
、
陸
析
の
長
女
陸
幸
行
の
『
老
父
雲
遊
姶
末
』
に
も
見
え
る

が
、
呉
炎
と
藩
煙
章
も
、
い
ま
だ
荘
史
を
寓
目
し
て
み
な
か
っ
た
と

云
ふ
（
戴
笠
門
活
県
立
簿
」
『
碑
簿
集
補
』
所
収
）
。

　
つ
づ
い
て
『
秋
室
集
』
に
云
ふ
。

　
「
い
ま
だ
い
く
ば
く
も
な
く
、
李
廷
櫃
、
奥
之
榮
ま
た
そ
の
事
を

あ
ば翼
く
。
初
め
廷
福
は
督
糧
道
に
任
ぜ
ら
れ
、
之
榮
は
昏
黄
の
知
縣
に

任
ぜ
ら
る
。
墨
田
を
封
冷
す
る
を
以
て
各
々
絞
罪
に
坐
し
、
獄
に
繋

が
れ
、
赦
に
遭
ひ
て
出
つ
る
を
得
た
り
。
二
人
溺
谷
に
流
寓
す
。
越

え
て
二
年
、
塔
主
の
事
を
聞
き
、
廷
尉
、
初
詣
書
を
買
得
す
。
た
ま

た
ま
湖
州
の
知
府
陳
永
命
は
そ
の
分
感
取
る
所
の
士
な
り
。
書
を
以

て
こ
れ
に
授
け
奇
貨
導
く
濃
し
と
謂
ふ
。
永
命
、
（
荘
よ
り
）
賂
を
得

て
、
　
『
明
書
』
の
版
を
も
つ
て
庫
（
府
庫
）
に
貯
へ
し
め
、
元
込
を

検
し
て
李
に
還
す
。
李
は
毫
も
獲
る
所
な
し
。
ま
た
書
を
以
て
之
榮

に
置
く
。
蓋
し
、
（
李
と
奥
と
は
）
始
め
相
悪
み
、
綴
で
相
好
み
、
又

婚
姻
を
結
べ
る
な
り
。
之
編
章
み
て
以
て
荘
氏
を
恐
嚇
す
。
荘
塗
す

で
に
部
院
に
呈
し
理
を
爲
さ
ざ
る
を
侍
む
。
　
（
呉
）
乃
ち
鎭
漸
將
軍

　
　
　
ひ

梅
醤
を
溝
き
、
ま
さ
に
そ
の
逆
鱗
を
奏
せ
ん
と
す
。
允
女
面
れ
て
府

學
生
徐
典
に
溶
し
て
居
聴
せ
し
め
、
松
江
提
督
梁
化
鳳
に
千
金
を
醜

る
。
梁
た
め
に
書
を
致
し
て
奎
に
出
し
、
事
解
く
を
得
た
り
。
之
榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ

憤
り
て
親
し
く
荘
氏
に
詣
り
、
そ
の
稻
醜
を
號
み
以
て
悪
を
解
か
ん

と
す
。
荘
ま
た
こ
れ
を
巡
道
に
訟
ふ
。
　
（
巡
道
）
責
め
て
旗
に
瞬
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ぐ

し
む
（
之
榮
は
旗
下
の
人
で
あ
る
）
。
　
之
榮
ま
す
ま
す
憤
り
、
聾
し
行

　
　
　
　
　
　
ほ
な
む
け

る
に
籍
口
し
、
　
艦
を
董
漢
策
・
朱
佑
明
及
び
允
城
の
三
家
に
索
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

（
董
漢
策
は
董
説
の
子
で
あ
ら
う
）
。
　
董
通
る
に
三
千
金
を
以
て
す
る
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も
、
荘
・
朱
み
な
許
さ
ず
。
之
榮
ま
た
荘
・
朱
の
門
に
踵
る
に
、
雨

家
の
男
子
走
り
避
け
、
僕
嬬
卿
女
を
し
て
帯
出
し
て
こ
れ
を
辱
溶
せ

し
め
、
巡
道
を
し
て
佐
戴
宮
を
遣
は
し
、
兵
役
を
率
み
て
、
立
ち
ど

こ
ろ
に
逐
ひ
て
境
を
出
さ
し
む
。
之
榮
憤
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
誓
っ

て
讐
恥
を
雪
が
ん
と
し
、
都
に
入
り
、
誕
斥
の
語
を
嬢
標
し
、
朱
史

氏
は
即
ち
朱
佑
明
な
る
一
條
を
補
刻
し
、
書
癖
に
添
入
し
て
、
顧
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ゆ
ま

の
四
大
臣
に
書
記
し
上
聞
す
。
漏
侍
郎
羅
並
等
に
命
じ
て
騨
を
馳
せ

て
湖
州
に
至
り
、
府
庫
貯
ふ
る
所
の
『
明
書
』
の
版
を
取
ら
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

知
府
諏
希
閲
は
任
に
濫
み
て
甫
め
て
翼
長
、
謄
と
し
て
逆
馬
の
云
何

を
知
ら
ず
。
羅
多
癒
す
惹
に
賂
を
以
て
す
る
も
希
聞
鷹
ぜ
ず
、
途
に

ト
こ
れ
を
街
む
。
允
城
を
平
し
て
都
に
至
る
。
時
に
康
熈
元
年
冬
十
月

な
り
。
」

　
し
て
み
る
と
、
こ
の
事
件
は
、
李
廷
櫃
と
そ
れ
に
使
吸
さ
れ
た
臭

之
榮
に
よ
っ
て
融
き
立
て
ら
れ
、
呉
が
轟
轟
等
を
恐
喝
し
た
が
果
さ

ず
、
都
に
出
て
顧
命
の
四
大
臣
に
訴
へ
た
こ
と
か
ら
大
事
に
至
っ
た

も
の
の
や
う
で
あ
る
。
四
大
颪
と
は
、
　
『
灘
黙
紀
事
詩
注
』
に
引
く

高
士
奇
『
金
縛
退
食
溜
』
に
よ
る
と
、
索
尼
、
驚
舞
、
雄
蕊
隆
、
蘇

克
薩
喩
の
四
人
で
、
誌
面
章
皇
帝
の
顧
命
の
大
臣
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
事
件
は
次
の
や
う
な
結
果
を
た
ど
っ
た
。

　
「
允
城
部
に
赴
き
、
刑
…
諭
せ
ら
れ
毒
楚
に
勝
へ
ず
、
獄
に
痩
死
す
。

そ
の
屍
を
熟
す
。
明
年
正
月
、
再
び
呉
・
戴
二
瀧
侍
郎
に
命
じ
て
杭

に
ゆ
か
し
め
、
そ
の
獄
を
配
る
。
之
榮
の
首
告
す
る
に
漁
り
、
た
だ

荘
・
朱
の
二
人
を
恨
む
の
み
。
鈴
人
と
仇
な
く
、
又
夙
に
令
哲
と
相

善
し
。
故
に
そ
の
書
、
叙
文
及
び
参
閲
の
姓
名
数
葉
を
殿
去
せ
り
。

諸
権
門
を
執
ヘ
ズ
・
宮
城
に
至
る
に
追
び
、
漏
南
丘
螢
に
鎖
為
せ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
と
も

面
明
と
無
量
と
同
に
一
塵
に
繋
が
る
。
佑
明
こ
れ
を
哀
み
て
泣
く
、

公
、
首
先
し
て
禦
益
す
る
こ
と
を
爲
さ
ば
、
必
ず
重
賞
を
受
け
ん
。

も
し
わ
が
全
家
を
救
ふ
こ
と
を
得
ば
、
ま
さ
に
家
資
の
牛
を
以
て
報

と
な
す
べ
し
と
。
慰
宋
貧
り
て
こ
れ
を
許
す
。
燧
に
、
此
書
全
か
ら

ず
、
姓
名
ま
た
眞
な
ら
ず
、
我
に
初
刻
の
全
本
あ
り
、
姓
名
一
の
参
錯

な
し
と
云
ふ
。
す
な
は
ち
書
中
、
朱
史
氏
は
即
ち
朱
佑
明
な
り
の
一

條
な
き
を
以
て
の
故
な
り
。
君
影
の
庇
い
で
て
よ
り
、
，
参
閲
の
十
四

人
、
叙
を
撰
す
る
の
李
雲
離
、
皆
陵
溢
せ
ら
れ
て
死
す
。
（
時
に
、
歯

式
の
董
二
酉
は
す
で
に
前
に
死
し
、
査
・
遊
・
陸
の
三
人
は
葬
を
冤
る
。
故

に
面
繋
人
と
云
ふ
。
）
又
、
株
蓮
の
媚
族
友
郷
、
繋
繋
と
し
て
獄
に
浦

つ
。
蔑
視
も
ま
た
臨
書
を
藏
笄
す
る
に
坐
し
斬
に
宿
せ
ら
る
。
佑
明

　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ま
こ
と
は
史
事
に
豫
ら
ず
。
然
れ
ど
も
そ
の
家
に
清
美
堂
扁
を
座
く
。

文
湘
の
故
物
な
り
。
之
榮
、
閥
を
嫁
し
、
邸
ち
捺
と
な
す
を
以
て
ま
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た
凌
濾
せ
ら
る
。
死
案
既
に
定
ま
り
、
魚
心
の
棺
を
蜥
り
、
そ
の
骸

骨
を
灰
に
し
、
そ
「
の
弟
廷
鐡
及
び
そ
の
子
弟
と
、
諸
罪
入
の
昆
劇
子

孫
と
、
年
十
五
以
上
の
も
の
は
均
し
く
斬
決
せ
ら
る
。
妻
女
は
藩
京

の
披
甲
に
配
し
て
奴
と
な
す
。
希
関
の
絞
死
す
る
は
、
羅
多
こ
れ
を

陥
る
る
な
り
。
換
も
ま
た
絞
せ
ら
る
。
三
寸
司
の
堂
聴
罪
を
熟
れ
、

噛
し
て
燥
を
殺
し
以
て
口
を
減
ぜ
し
な
り
（
李
燥
は
蒸
籠
の
人
。
順
治

九
年
の
進
土
で
、
湖
州
府
推
官
で
あ
っ
た
。
禮
部
・
都
察
院
・
通
政
司
の
高

官
が
、
己
に
罪
の
及
ぶ
の
を
恐
れ
、
荘
氏
の
申
文
を
斥
け
た
書
換
を
殺
し
、

そ
の
口
を
封
じ
た
の
で
あ
る
）
。
永
命
は
元
年
冬
の
大
計
を
以
て
官
を
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

め
、
行
き
て
山
東
葉
面
荘
に
至
り
、
事
の
．
護
る
を
聞
き
、
罪
を
畏
れ

編
垂
に
面
す
。
是
に
及
び
枢
を
追
ひ
て
杭
に
至
り
、
屍
を
識
す
。
そ

の
弗
江
寧
知
事
永
頼
ま
た
斬
ら
れ
、
妻
子
は
並
に
官
に
没
入
す
。
餓

安
の
訓
導
王
兆
顧
、
鳥
程
の
重
職
に
署
せ
ら
れ
、
数
日
な
ら
ず
し
て

事
起
る
。
羅
多
、
荘
廷
鍼
の
學
に
在
る
を
獲
き
、
兆
顧
を
拘
禁
す
。

諸
生
五
人
邸
ち
名
を
参
閲
中
に
列
ぬ
る
も
の
及
び
縣
役
曳
明
甫
と
誤

信
せ
ら
れ
、
暫
く
し
て
繹
さ
る
。
（
こ
れ
よ
り
先
、
荘
允
城
の
捕
へ
ら
れ

て
北
京
に
途
ら
る
る
や
、
）
廷
鉱
、
京
に
ゆ
き
そ
の
父
を
覗
る
。
允
城
、

獄
申
に
笙
れ
、
廷
鉱
そ
の
絵
衡
を
牧
め
、
明
年
二
月
に
到
り
玉
壷
す

（
こ
の
た
め
王
兆
頑
が
絞
罪
に
な
る
。
廷
鉱
は
五
月
に
杭
で
斬
ら
れ
た
）
。

兆
頑
已
に
重
囚
を
縦
放
す
る
の
罪
に
坐
し
て
絞
せ
ら
れ
、
有
明
甫
は

論
給
せ
ら
る
。
之
榮
ま
た
奎
（
桐
歪
）
の
情
に
絢
ひ
奏
を
質
す
を
質

　
　
　
　
か
　
く

す
。
奎
、
抵
緯
す
能
は
ず
、
化
鳳
の
手
書
を
出
し
て
徴
と
な
す
。
化

鳳
ま
さ
に
海
憲
を
李
ぐ
る
の
功
を
以
て
寵
春
に
断
り
、
書
は
乃
ち
徐

血
ハ
の
儒
配
す
る
所
と
謂
ひ
、
罪
を
脱
す
る
を
得
た
り
。
奎
は
漏
人
に

し
て
漢
宇
を
識
ら
ざ
る
を
以
て
死
を
射
れ
旗
に
瞬
る
。
鮮
麗
と
武
烈

は
、
工
侍
郎
及
び
巡
撫
朱
昌
柞
に
賂
し
て
、
始
め
て
罪
を
殺
れ
任
に

復
す
る
を
得
た
り
。
二
侍
郎
、
廷
福
の
慮
慰
し
て
畢
げ
ざ
る
に
坐
せ

し
め
、
こ
れ
を
碧
し
、
ま
さ
に
罪
に
擬
せ
ん
と
す
。
之
榮
つ
と
め
て
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

に
辮
画
す
。
乃
ち
そ
の
罪
を
塾
し
、
蛋
書
癖
の
王
起
用
を
斬
る
。
爾

廣
提
督
海
鼠
奇
、
縫
佐
の
恩
に
感
じ
、
極
力
滅
亡
し
、
己
の
官
を
垂

れ
査
の
罪
に
易
へ
ん
と
講
ふ
。
六
経
は
南
藩
を
曲
げ
下
す
の
人
、
故

に
講
ふ
て
得
ざ
る
な
し
。
部
議
に
謂
ふ
、
査
・
苑
・
陸
の
三
人
、
呉

　
　
　
あ
ば
く

之
榮
の
護
送
に
比
せ
ず
と
錐
も
、
ま
た
首
事
の
人
に
係
る
、
律
に
依

り
賞
を
頒
た
ん
と
。
是
に
於
い
て
之
榮
、
蔭
も
て
滋
養
画
筆
を
襲
拝

す
る
を
得
、
聡
達
各
罪
人
の
財
産
の
一
を
給
與
せ
ら
る
。
査
・
苑
・

陸
ま
た
罪
人
の
什
物
器
用
を
給
せ
ら
る
る
も
、
三
人
均
し
く
委
て
て

顧
み
ず
し
て
去
る
。
」

　
こ
の
記
事
中
の
梁
化
鳳
が
海
蝕
を
李
げ
た
こ
と
は
、
黄
宗
義
『
郵

49　（603）

’x



成
功
傳
』
、
『
南
北
逸
史
』
鄭
成
功
傳
に
見
え
る
。
順
治
十
六
年
六
月
、

郵
成
功
は
水
師
を
率
み
て
長
江
を
遡
り
、
江
寧
を
遊
ん
で
明
の
太
租

の
孝
陵
に
謁
し
て
み
る
が
、
た
だ
ち
に
金
陵
を
攻
坐
せ
ず
、
諸
軍
を

城
外
に
分
屯
さ
せ
、
無
爲
に
日
を
過
し
た
。
こ
の
た
め
七
月
上
旬
に
、

出
癖
鳳
の
軍
に
不
意
を
衝
か
れ
て
大
敗
し
、
や
が
て
舟
山
に
退
き
、

つ
い
で
豪
濁
に
依
博
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
時
の
戦
捷
の
功
を
云

ふ
の
で
あ
ら
う
。

　
爾
廣
提
督
の
臭
六
出
は
、
　
『
欽
定
試
臣
傳
』
に
よ
る
と
、
廣
東
豊

陽
の
人
（
豊
陽
は
海
陽
の
釣
り
か
。
潮
州
府
に
周
す
る
）
。
　
順
治
十
一
年

に
揺
援
せ
ら
れ
て
、
黒
潮
州
撫
兵
・
腎
左
都
督
・
少
師
勲
太
子
太
保

を
授
け
ら
れ
、
順
格
と
識
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
。
ま
た
、
詩
を
能
く
し
、

自
ら
諸
蔦
武
侯
に
比
し
葛
麹
と
字
し
た
。
清
子
の
海
寧
の
詩
人
で
、

先
後
十
九
年
も
廣
菓
に
流
寓
し
、
康
煕
五
年
に
卒
し
た
陳
殿
柱
の

「
購
呉
急
結
大
圏
惜
し
詩
（
郵
之
誠
網
、
清
詩
嚢
事
初
編
』
落
掌
）
に
よ

る
と
、
六
奇
の
租
は
海
亡
妻
で
、
　
「
特
軍
・
出
身
諸
生
。
長
郎
孝
廉
」

の
融
注
が
あ
る
。
長
子
火
留
字
は
長
里
は
、
　
『
査
菓
山
年
譜
』
に
引

く
査
の
自
著
『
二
七
』
に
、
　
「
交
す
で
に
了
酉
の
戯
書
に
登
る
」
と

あ
る
か
ら
、
順
治
十
四
年
に
は
す
で
に
暴
人
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

啓
奮
の
弟
の
啓
豊
に
は
、
　
『
東
山
七
峡
三
石
啓
』
の
著
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
じ
ぎ

　
塵
が
、
奥
は
元
來
乞
晃
で
あ
っ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
揚
鳳
苞

の
謂
ふ
「
施
工
提
督
呉
六
奇
感
想
佐
恩
。
極
力
螢
救
」
も
、
樹
齢
佐

が
か
つ
て
乞
児
で
あ
っ
た
呉
を
助
け
た
と
云
ふ
物
語
を
ふ
ま
へ
て
の

こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
、
王
士
顧
『
豊
漁
筆
記
』
三
、
蒲
松
齢

『
提
題
志
異
』
五
の
大
力
七
難
の
條
、
そ
の
他
、
鉦
誘
『
瓢
縢
』
、

注
介
『
怨
讐
』
等
に
見
え
、
査
縫
佐
が
か
つ
て
溝
明
節
に
、
あ
る
古

寺
で
見
か
け
て
拾
い
上
げ
た
怪
力
の
乞
兇
が
こ
の
興
六
奇
で
、
後
年
、

荘
史
の
獄
の
と
き
査
を
助
け
て
恩
を
報
じ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
（
一

説
に
、
雲
の
降
る
日
、
門
外
で
出
く
は
し
た
と
あ
る
）
。
乾
隆
朝
の
詩
人

で
、
　
「
藏
園
九
種
曲
」
で
知
ら
れ
た
蒋
士
錠
の
「
雪
中
人
」
十
六
餉

は
、
こ
の
物
語
を
戯
曲
化
し
、
か
つ
査
縫
佐
を
そ
の
族
弟
に
捻
る
査

纏
培
の
こ
と
と
し
て
み
る
。
梁
氏
『
曲
話
』
三
に
、
　
「
雲
中
人
一
劇

は
呉
羅
奇
を
爲
し
て
頬
上
に
毫
を
添
へ
、
栩
女
と
し
て
活
ん
と
欲
す
。

花
野
の
折
を
以
て
結
束
し
、
二
部
更
に
面
心
濁
巧
を
見
は
す
」
と
あ

る
が
、
転
貸
佐
も
そ
の
側
室
蒋
夫
人
も
と
も
に
晋
律
を
解
し
（
右
心

に
は
、
「
績
西
廟
」
・
「
玉
回
縁
」
の
作
が
あ
る
）
、
家
に
は
十
除
人
の
歌
姫

を
蓄
へ
、
査
氏
の
女
樂
は
漸
中
の
名
部
で
あ
っ
た
と
云
ふ
か
ら
（
『
下

墨
』
及
び
徐
銑
『
詞
苑
叢
談
』
九
の
「
唐
事
」
四
に
見
ゆ
。
な
ほ
査
氏
は
杭

州
の
西
冷
に
臨
ん
で
み
た
）
、
花
交
の
一
段
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
で
あ
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ら
う
σ

　
し
か
し
、
査
の
門
人
沈
起
の
乏
し
た
『
査
東
山
年
譜
』
に
引
く
、

査
の
自
著
『
同
學
出
庭
樹
記
』
に
よ
る
と
、
　
「
蕩
如
ま
さ
に
布
衣
弓

懸
す
。
世
に
癖
ふ
、
余
、
一
飯
の
徳
あ
り
、
こ
れ
を
懊
ふ
て
恩
を
報

　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
で
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ず
と
。
そ
の
實
こ
れ
な
き
な
り
」
と
あ
り
、
年
譜
の
庚
午
三
十
歳

（
崇
頑
三
年
）
の
條
に
、
陸
島
に
つ
い
て
次
の
や
う
な
逸
話
を
傳
え

て
み
る
。
「
先
生
、
十
二
翁
と
試
に
武
林
に
就
く
（
十
二
翁
と
は
、
か
つ

て
同
里
の
諸
子
と
創
立
し
た
豊
津
の
同
人
十
二
人
を
云
ふ
）
。
乞
児
陸
否
・

干
畏
五
等
に
遇
ふ
。
薔
は
新
安
の
人
。
抗
聲
長
歌
し
、
目
左
右
に
空

し
。
群
乞
み
な
唯
唯
と
し
て
命
を
聴
く
。
先
生
こ
れ
を
異
と
し
、
問

ふ
て
闘
く
、
な
ん
ぢ
乞
も
亦
字
を
識
る
か
と
。
替
笑
っ
て
曰
く
、
字

を
識
ら
ざ
れ
ば
ま
た
個
の
乞
子
と
成
り
得
ん
や
と
。
先
生
驚
い
て
階

を
下
り
、
と
も
に
揖
し
て
曰
く
、
子
は
そ
れ
道
を
得
た
る
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

い
つ
か
乞
確
す
る
こ
と
を
舎
て
朝
夕
を
共
に
せ
ん
と
汐
奮
窪
く
、
そ

れ
誰
か
人
に
衣
食
せ
ざ
ら
ん
や
。
吾
こ
れ
を
取
る
は
、
そ
の
こ
れ
を

與
ふ
る
に
如
か
ず
。
吾
滅
し
て
こ
れ
を
取
る
は
、
そ
の
逸
し
て
こ
れ

を
與
ふ
る
に
如
か
ず
。
吾
奢
り
て
こ
れ
を
取
る
は
、
そ
の
約
に
し
て

こ
れ
を
與
ふ
に
如
か
ず
。
か
つ
、
こ
れ
を
取
り
て
人
を
し
て
忌
ま
し

め
、
こ
れ
を
取
り
て
人
の
怨
を
し
て
至
ら
し
め
、
こ
れ
を
取
り
て
人

の
コ
を
し
て
奪
は
し
め
、
こ
れ
を
取
り
て
人
を
し
て
法
に
抵
る
べ
か

ら
ざ
ら
し
む
る
は
、
こ
れ
を
與
へ
て
人
恕
し
み
、
こ
れ
を
與
へ
て
入

遂
せ
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
與
へ
て
人
み
な
自
ら
以
て
福
を
積
む
と
爲
す

に
何
如
そ
や
と
。
先
生
圃
く
請
ふ
。
習
曰
く
、
公
等
我
が
意
を
解
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か

り
。
暫
く
知
己
の
た
め
に
綴
め
ん
と
。
途
に
遽
へ
て
寓
に
隔
り
、
こ

・
れ
が
た
め
に
櫛
沐
せ
し
め
、
こ
れ
が
た
め
に
衣
冠
せ
し
む
。
同
学
ら

諸
子
み
な
親
し
む
こ
と
管
轄
の
如
し
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
、
臭
六

奇
の
孜
男
呉
啓
豊
の
『
東
山
山
峡
乞
言
啓
』
、
劉
振
麟
．
周
醸
共
編

の
『
東
山
外
紀
』
に
も
、
銭
塘
の
乞
児
陸
墨
の
こ
と
を
載
せ
て
み
る

か
ら
、
漁
洋
や
聯
齋
の
い
は
ゆ
る
鐵
再
大
力
將
軍
の
こ
と
は
詑
傳
で
、

口
留
の
こ
と
が
誤
り
傳
は
り
、
藏
園
の
戯
臨
も
、
こ
の
設
傳
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
嘉
慶
の
初
年
に
印
行
さ
れ
た
、
海
寧

の
蛇
身
の
，
『
拝
経
櫨
詩
話
』
　
も
（
閃
み
に
云
ふ
、
文
官
の
密
で
あ
っ
た

嘗
時
は
、
理
富
家
の
列
傳
と
か
詩
話
に
名
を
假
h
ソ
て
、
國
初
の
離
島
老
の
曲
目
事

を
傳
へ
る
こ
と
が
行
は
れ
た
）
、
呉
六
野
と
す
る
傳
聞
に
は
疑
ひ
を
表

明
し
て
み
る
。
陸
欝
は
國
攣
後
、
六
籍
に
入
っ
て
進
取
し
（
い
は
ゆ

る
投
充
に
よ
っ
て
旗
籍
に
入
っ
た
の
で
あ
ら
う
）
、
　
呉
六
奇
が
爾
…
慶
提
督

で
あ
っ
た
時
、
陸
は
糊
州
提
督
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。
査
繊
佐
が
捕
へ

ら
れ
て
北
京
に
迭
ら
れ
取
調
を
受
け
た
當
時
、
こ
れ
を
救
っ
た
の
が
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陸
欝
で
あ
る
こ
と
は
、
　
『
年
譜
』

れ
に
よ
っ
て
も
、
　
『
香
租
筆
記
』

と
が
知
ら
れ
よ
う
。

四

の
康
煕
元
年
の
條
に
見
え
る
。
こ

や
『
聯
齋
士
心
馳
』
の
誤
り
な
る
．
こ

　
桐
城
の
方
響
（
康
煕
八
年
置
）
の
「
南
灘
歎
」
と
題
す
る
詩
に
云
ふ
。

　
爾
灘
の
一
覧
　

一
毛
に
語
る

　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
ま

　
財
貨
雲
の
ご
と
く
曇
り
商
萱
に
便
な
り
（
湖
州
は
監
商
が
多
く
出
た
）

　
中
里
　
鍾
富
あ
る
嚢
は
誰
が
子
ぞ

　
紫
を
雍
す
る
こ
と
百
萬
　
人
の
羨
む
所
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
百
萬
の
金
銭
こ
れ
鯛
の
胎

　
片
時
に
飛
滅
し
て
浮
埃
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ

　
匹
夫
罪
な
く
壁
を
懐
い
て
罪
あ
り

　
蓋
室
　
諌
思
せ
ら
れ
ま
た
哀
む
べ
し
（
郵
之
誠
『
平
門
紀
事
初
編
』
七
引
）

　
荘
史
の
獄
の
始
末
は
、
ま
こ
と
に
方
文
の
詠
ず
る
通
り
で
あ
る
が
、

多
く
の
人
士
が
ま
き
ぞ
へ
に
な
っ
て
庭
刑
さ
れ
た
。
こ
の
中
、
刑
死

し
た
呉
炎
と
幡
糎
章
、
幸
ひ
繹
放
さ
れ
た
査
縫
佐
と
陸
折
に
は
、
と

も
に
明
史
に
關
す
る
述
作
が
あ
る
。

　
呉
・
播
の
著
作
と
し
て
今
に
躍
る
も
の
は
、
　
『
呉
赤
浜
集
』
と
そ

の
『
今
樂
府
』
の
一
篇
が
あ
り
、
港
の
『
國
史
考
異
』
四
巻
と
『
松

陵
文
獣
』
十
五
谷
が
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
。

　
奥
炎
は
臭
江
の
燗
漢
の
人
。
字
は
赤
漢
、
ま
た
如
晦
、
號
を
塊
庵

と
云
っ
た
。
蹄
安
の
諸
生
と
な
っ
た
が
、
い
く
ば
く
も
な
く
明
亡
び
、

一
時
湖
州
の
山
中
に
か
く
れ
て
み
た
が
、
順
治
七
年
に
な
っ
て
欄
漢

で
伯
集
解
季
と
と
も
に
逃
之
盟
、
ま
た
の
名
は
驚
隠
詩
調
を
創
立
し

た
。
奥
江
は
舟
車
の
集
ま
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
か
ら
、
四
方

の
雄
俊
が
つ
ど
ひ
、
蘇
州
府
で
は
最
大
の
詩
界
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。

『
秋
室
集
』
の
「
書
南
山
草
堂
遺
集
後
」
に
載
せ
る
、
祉
中
の
名
流

の
中
に
は
、
蹄
荘
、
顧
炎
武
、
戴
笠
、
奥
炎
、
活
樫
章
、
朱
鶴
齢
、

王
錫
…
閾
、
王
傍
等
の
名
が
見
え
、
楊
鳳
輿
の
言
に
も
、
　
「
諸
君
子
お

の
お
の
盤
上
履
二
の
笛
を
敦
く
し
（
王
侯
に
仕
へ
ず
、
遺
民
と
し
て
の

節
を
守
る
こ
と
）
、
志
を
林
泉
に
画
し
ま
し
め
、
暴
酒
に
鉄
尊
し
、
角

巾
野
服
し
て
、
五
湖
三
沸
の
間
に
囎
修
す
。
ま
た
月
齢
野
壷
の
流
亜

な
り
。
後
の
『
遺
民
録
』
を
績
ぐ
も
の
、
必
ず
こ
こ
に
取
る
あ
ら
ん

か
」
と
あ
る
。
避
溢
の
庭
刑
さ
れ
た
翌
年
に
は
、
こ
の
点
点
も
解
散

し
た
。

　
同
邑
の
活
樫
章
と
は
莫
逆
の
友
で
、
と
も
に
明
史
を
著
す
宿
志
が

あ
っ
た
。
銭
謙
釜
や
顧
炎
武
も
藏
書
を
提
供
し
て
助
け
（
同
断
の
著
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作
家
は
、
藏
書
家
に
就
い
て
、
資
料
を
借
卑
し
た
の
で
あ
る
）
、
石
門
の
呂

留
良
は
経
濟
的
な
援
助
を
與
へ
た
と
云
ふ
。
『
墨
黒
府
』
は
明
一
代

の
詩
史
で
、
ま
つ
こ
れ
を
刻
し
て
作
書
の
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

銭
謙
盆
の
「
復
臭
赤
漠
書
」
に
、
　
「
僕
、
通
籍
よ
り
塵
を
史
局
に
濫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と
む

り
に
し
、
即
ち
帯
磁
に
事
る
あ
り
。
晩
に
喪
齪
に
遭
ひ
、
楡
生
薄
野

す
る
も
、
な
ほ
自
ら
恕
さ
ず
、
鐘
漏
の
累
年
を
以
て
紬
書
訳
筆
の

　
　
を

役
を
寛
へ
ん
と
翼
ふ
。
天
い
ま
だ
梅
繭
せ
ず
、
観
融
相
と
も
に
し

（
順
治
七
年
の
緯
雲
叢
の
火
災
を
云
ふ
）
、
西
京
の
連
記
、
東
観
の
新
書
、

挿
架
と
盈
箱
と
、
蕩
と
し
て
綴
儘
と
な
る
。
・
天
の
我
を
し
て
斯
文
に

あ
っ
か
翼
ら
し
め
ざ
る
を
知
る
。
空
足
に
灰
心
し
、
ま
た
世
間
の
文
字
を
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
の
く
れ

め
ざ
る
こ
と
、
此
に
六
年
な
り
。
…
…
去
年
逼
除
、
　
『
今
樂
府
』
の

一
編
を
見
る
を
得
て
、
そ
の
採
振
の
富
、
貫
穿
の
熱
、
嘉
元
の
勇
を

深
く
推
す
、
楚
然
と
し
て
喜
び
、
蕩
然
と
し
て
興
り
て
曰
く
、
い
は

ゆ
る
斯
の
人
か
、
そ
れ
殆
ど
是
か
」
と
褒
め
、
作
陶
表
の
心
が
ま
へ

に
就
い
て
教
示
を
興
へ
、
　
「
徴
す
る
所
の
書
籍
、
考
ふ
べ
き
も
の
僅

に
十
の
一
二
な
り
。
残
客
思
翰
、
ま
ま
焦
欄
の
鯨
に
爵
づ
。
他
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

さ
に
悉
く
留
め
て
以
て
網
羅
を
佐
け
ん
、
敢
て
愛
し
ま
ざ
る
な
り
」

と
述
べ
、
資
料
を
供
給
す
る
こ
と
を
約
し
た
。
臭
縣
の
翁
樹
（
康
煕

三
十
七
年
卒
？
）
に
も
、
　
「
今
樂
府
」
七
章
が
あ
り
、
そ
の
題
詞
に
、

「
さ
き
に
呉
江
の
毒
煙
の
二
子
、
　
『
今
樂
府
』
百
章
を
作
る
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

有
明
三
百
年
間
の
故
事
を
志
し
、
深
く
史
家
の
紀
述
の
膿
を
得
た
り
。

今
そ
の
書
す
で
に
租
龍
に
付
し
、
ま
た
存
せ
ず
。
間
暇
に
そ
の
一
二

を
追
思
し
、
聯
か
妖
祥
を
配
す
」
と
あ
る
か
ら
、
離
塁
二
年
五
月
、

杭
州
の
弼
教
坊
で
港
呉
二
氏
が
礫
せ
ら
れ
て
後
、
未
完
の
明
史
と
と

も
に
、
焚
書
の
庖
に
遇
っ
た
の
で
あ
ら
う
（
『
今
樂
府
』
は
、
民
國
の
初

年
に
『
古
海
無
難
』
に
牧
め
ら
れ
た
）
。

　
呉
の
「
答
陸
麗
曝
書
」
i
陸
析
字
は
麗
麗
に
答
へ
た
手
紙
で
、

明
史
に
課
す
る
諸
家
の
著
述
を
批
評
し
、
自
己
の
抱
員
を
述
べ
て
み

る
。
曰
は
く
、
　
「
た
だ
お
も
ふ
に
、
有
明
一
代
の
記
載
の
書
、
遺
筆

不
倫
な
り
。
そ
の
部
を
成
す
も
の
、
海
櫨
の
『
吾
學
』
の
一
編
の
如

き
、
文
章
簡
質
に
し
て
頗
る
陳
壽
に
近
き
も
、
未
だ
國
史
を
観
ず

（『

汚
^
』
を
参
照
し
て
み
な
い
こ
と
を
云
ふ
）
、
洪
建
間
の
事
を
記
す
る

に
謬
悠
多
し
。
そ
の
傳
を
つ
く
る
所
、
抑
そ
も
何
ぞ
家
獣
墓
志
の
側

本
に
似
た
る
や
。
太
倉
よ
く
海
盤
の
失
を
駁
し
、
　
『
語
史
考
誤
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ら

援
擬
甚
だ
核
な
り
。
筆
を
操
り
紀
漏
す
る
に
及
び
て
、
又
蝋
ず
己
の

意
を
以
て
そ
の
手
を
高
下
す
。
即
ち
、
　
『
嘉
鳥
撃
來
首
輔
傅
』
の
如

き
は
、
そ
の
生
蕃
得
意
の
筆
な
り
。
華
亭
・
露
里
の
事
を
傳
ふ
．
る
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

盗
美
盗
悪
、
多
く
信
ず
る
に
足
ら
ず
。
彼
ま
さ
に
身
そ
の
朝
を
歴
、
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匿
そ
の
行
事
を
寝
る
。
し
か
も
猫
か
く
の
ご
と
し
。
他
は
又
な
ん
ぞ

怪
し
ま
ん
。
脅
江
の
『
名
山
藏
』
、
　
肝
江
の
『
皇
明
書
』
、
鳥
程
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
む
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

『
史
概
』
の
如
き
に
至
り
て
は
、
率
ね
、
奇
を
嗜
み
識
な
き
こ
と
多

く
、
引
噺
慷
を
失
す
。
皆
も
つ
て
史
を
害
す
る
に
足
る
。
而
し
て
東

莞
の
陳
氏
の
『
通
紀
』
は
、
こ
れ
を
先
正
に
聞
く
、
も
と
梁
文
康
の

介
弟
よ
り
出
で
、
こ
れ
を
子
壷
質
素
の
聴
器
に
託
す
と
。
顛
倒
謬
忙

し
、
天
下
の
耳
目
、
そ
の
箒
　
鼓
す
る
所
と
な
る
こ
と
、
殆
ど
数
十
年

　
　
　
み
こ
と
の
り

な
り
。
明
詔
し
て
殿
禁
す
と
難
も
、
こ
れ
を
能
く
止
む
る
な
か
ら
ん
。

鳴
呼
、
史
を
作
る
も
の
に
し
て
円
く
是
の
若
し
。
將
に
王
百
年
の
積

徳
塞
翁
、
豊
功
厚
業
、
及
び
そ
の
駿
輿
存
亡
す
る
所
以
の
故
を
し
て
、

　
　
　
　
　
　
あ
ひ
ゆ
だ

こ
れ
を
広
前
に
胃
委
ね
し
め
ん
と
す
。
尤
も
恨
む
可
き
は
、
東
南
鯨

生
の
輩
な
り
。
傳
奇
小
説
の
伎
禰
を
以
て
、
自
ら
董
狐
と
翻
り
、
或

は
ひ
そ
か
に
故
人
の
枕
秘
を
得
て
、
從
ひ
て
緻
濾
す
。
そ
の
立
言
の

旨
を
求
む
る
に
、
目
前
の
一
二
有
力
人
の
た
め
に
講
を
雪
ぐ
の
地
に

過
ぎ
ず
。
故
君
を
魚
崎
す
る
を
椰
ら
ず
、
包
装
を
移
易
し
て
こ
れ
に

遷
就
す
。
縦
へ
よ
く
昧
心
す
る
も
（
恥
づ
べ
き
こ
と
を
す
る
も
）
、
濁
り

　
　
み

鬼
の
緻
る
を
畏
れ
ざ
ら
ん
や
。
某
も
と
活
子
と
約
し
、
史
を
讃
み
、

國
史
を
以
て
桐
ひ
讃
逃
し
、
そ
の
得
失
を
指
摘
す
る
を
爲
し
、
疑
を

闘
き
信
を
存
し
、
以
て
歳
月
を
鋪
圃
し
、
草
木
の
身
を
老
ゆ
る
の
み
。

し
か
る
に
足
下
、
に
は
か
に
龍
門
・
蘭
島
（
司
馬
邊
．
班
固
）
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
さ
く

相
ひ
期
し
、
そ
の
除
緒
を
書
し
、
人
の
爲
に
捉
賊
せ
し
め
ん
と
す
る

は
、
ま
た
過
な
ら
ず
や
。
数
年
、
孜
孜
信
佗
と
し
て
、
僅
に
能
く
洪

武
の
一
朝
に
於
い
て
、
什
の
六
七
を
得
た
る
の
み
。
建
永
よ
り
下
、

崇
弘
よ
り
上
は
、
方
に
汗
漫
と
し
て
紀
極
ず
る
所
を
知
ら
ず
。
幸
ひ

に
し
て
我
が
爾
丸
年
い
ま
だ
四
十
な
ら
ず
。
天
こ
れ
に
年
を
假
し
、

我
が
愁
傷
を
質
ひ
、
差
適
し
て
鉄
を
成
し
、
以
て
知
己
に
報
ず
る
を

得
ば
、
死
す
と
も
恨
み
ず
。

　
谷
使
君
、
北
地
の
賢
豪
を
以
て
、
較
藝
の
暇
、
意
を
多
摩
に
留
め
、

又
、
執
事
の
如
き
も
の
を
得
て
、
こ
れ
が
た
め
に
鼓
吹
す
。
甚
だ
盛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
が
み

甚
だ
盛
な
り
。
し
か
る
に
、
狽
り
に
下
詞
を
蒙
り
、
こ
れ
に
大
札
を

め
ぐ寵
み
、
侑
く
る
に
膜
儀
を
以
て
す
。
士
に
下
る
の
風
、
古
人
に
減
ぜ

ず
。
我
が
爾
人
、
何
人
に
し
て
、
敢
て
長
吏
に
傲
り
以
て
名
の
高
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ち

を
な
さ
ん
。
然
れ
ど
も
私
心
に
自
ら
蟄
る
に
、
郷
邦
の
爾
鼻
塞
を
以

へ

て
、
當
事
の
棚
下
に
奔
命
す
る
は
、
縦
へ
客
禮
を
以
て
待
た
る
る
も
、

亦
難
事
者
の
爵
ら
序
す
る
所
以
に
非
ず
」
と
。

・
曾
爾
㎜
の
『
吾
學
』
と
は
、
鄭
曉
の
『
吾
學
編
』
を
、
太
倉
は
王
世

貞
で
、
そ
の
著
『
二
線
考
誤
』
と
『
嘉
靖
以
來
首
輔
傳
』
を
云
ふ
。

華
亭
と
江
陵
ど
は
、
徐
階
と
企
画
正
と
を
指
し
、
一
介
は
徐
階
に
、
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溢
悪
は
動
軸
正
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
當
す
る
。
蕃
江
の
何
喬
遠
の
『
名

山
藏
』
、
肝
江
の
郡
元
押
の
『
皇
明
書
』
、
鳥
程
の
朱
國
顧
の
『
史

概
』
に
…
聾
し
て
は
、
か
な
り
て
き
び
し
い
批
詳
を
し
て
み
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
　
『
史
概
』
を
粉
本
と
す
る
静
寧
の
述
作
と
は
、
奥
濤
の

．
蟹
田
は
、
殆
ど
積
極
的
な
關
係
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
　
（
因
に
云

ふ
、
萬
斯
同
『
石
園
文
集
』
七
の
「
寄
鞄
総
山
書
」
に
も
、
鄭
曉
『
吾
學
編
』

以
下
、
明
人
の
史
を
批
評
し
て
み
る
所
が
あ
る
。
）
束
莞
の
逐
語
の
　
『
三

明
通
紀
』
は
、
か
つ
て
わ
が
國
で
も
か
な
り
流
布
し
た
書
物
で
、
元

來
、
科
鵬
の
受
験
者
の
時
務
策
の
参
考
書
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
明
の

『
貸
越
』
を
節
抄
し
た
も
の
で
、
正
徳
に
と
ど
ま
り
嘉
靖
以
後
は
諸

家
の
績
作
が
あ
る
。
し
か
し
、
陳
建
は
子
虚
栗
有
の
人
で
は
な
く
、

實
在
の
人
物
で
、
邦
人
に
は
周
知
の
『
學
蔀
通
辮
』
の
著
者
で
あ
る
。

こ
れ
は
朱
子
學
の
立
場
か
ら
、
佛
と
陸
王
と
を
斥
訂
し
て
み
る
。

『
説
明
通
紀
』
が
こ
こ
で
傳
へ
て
る
る
や
う
に
、
極
東
配
慮
の
梁
儲

（一

l
五
一
－
一
五
二
七
）
、
字
は
叔
度
、
論
は
文
康
の
弟
の
著
書
で

あ
る
と
す
る
と
、
や
は
り
同
時
代
の
廣
東
東
莞
の
人
で
あ
る
陳
建
に

假
託
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
信
疑
の
程
は
詳
で
な
い
。

　
東
南
鱗
生
々
云
々
は
、
恐
ら
く
、
許
重
熈
・
患
畜
龍
等
の
野
史
を

指
す
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
種
の
野
史
に
は
、
許
の
『
嘉
靖
以
來
当
朝

注
略
』
、
為
の
『
甲
短
評
事
』
、
『
中
興
謀
略
』
、
金
日
升
の
『
頒
天
櫨

筆
』
、
翼
長
酢
の
『
玉
鏡
新
諏
』
な
ど
が
あ
り
、
薦
夢
龍
は
、
文
學

史
家
の
い
は
ゆ
る
三
韓
（
『
警
世
通
言
』
・
『
乱
世
明
言
』
，
・
『
醒
世
二
言
』
）

の
編
嚢
と
し
て
も
知
ら
れ
て
み
る
。
か
か
る
野
史
に
は
、
即
妙
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

材
を
取
っ
て
編
次
し
た
き
は
も
の
の
類
が
多
い
や
う
で
あ
る
。
萬
暦

中
す
で
に
『
實
録
』
は
前
篇
さ
れ
て
や
や
流
布
す
る
や
う
に
な
り
、

光
宗
の
時
に
至
り
、
歴
朝
の
『
岩
心
』
が
具
備
す
る
に
歪
つ
た
が
、

巻
帳
廣
大
の
た
め
購
ふ
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
當
時
流
行
の
野
史
に

は
謬
悠
の
談
が
多
い
と
云
ふ
（
顧
炎
武
）
。
そ
し
て
、
萬
暦
の
末
以
來
、

制
癒
割
文
の
選
本
（
文
選
・
肚
稿
・
房
書
・
瀧
・
唐
天
等
の
名
総
で
行
は
れ
た
）
、

野
史
、
小
説
は
、
坊
間
の
書
質
に
よ
っ
て
、
投
機
的
事
業
と
し
て
出

仮
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
戴
名
世
『
繭
山
集
』
所
牧
の
「
九

科
大
望
文
序
」
に
、
　
「
今
夫
制
義
之
有
選
本
窯
。
始
於
萬
騰
壬
辰
。
脚
質
乙

卯
蒲
後
。
臼
盆
多
且
盛
」
と
あ
る
。
ま
た
、
野
史
の
多
く
は
清
朝
に
入
り
禁

書
と
な
っ
た
）
。

　
「
谷
使
君
以
北
地
賢
豪
」
云
腐
の
谷
使
君
と
は
、
河
北
登
潤
の
人

谷
懸
泰
の
こ
と
で
あ
る
。
鴬
遷
、
漸
江
の
提
學
心
事
で
あ
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
提
學
愈
事
を
俗
に
學
使
者
ど
云
ふ
。
邸
ち
使
霜
で
あ
る
。

毛
奇
齢
の
『
西
河
合
一
』
墓
誌
銘
十
五
の
「
陸
一
二
先
生
墓
誌
銘
」
に
、
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｝
、
た
ま
た
ま
督
學
使
提
出
、
張
君
天
如
に
倣
ひ
『
明
史
誓
事
本
末
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

を
作
ら
ん
と
す
。
金
尽
を
以
て
麗
京
を
聰
し
史
論
を
作
ら
し
む
。
す

で
に
し
て
こ
れ
を
標
す
」
と
あ
る
か
ら
、
谷
の
幕
下
に
居
た
陸
地
を

介
し
て
臭
炎
と
播
梗
章
と
を
幕
下
に
招
き
、
　
『
漫
事
本
末
』
を
と
も

に
著
作
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
二
人
は
明
の
遣
民
と
し

て
の
箇
を
守
り
、
當
事
者
の
下
に
就
く
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
こ
の
『
明
史
紀
事
本
末
』
は
、
郡
廷
采

の
『
思
復
堂
集
』
遺
民
傳
に
よ
る
と
、
張
岱
の
『
石
匿
書
』
と
、
談

遷
の
『
國
権
』
に
取
材
し
て
饗
し
た
と
あ
り
、
　
『
博
文
正
公
年
譜
』

の
徐
偉
の
…
疎
に
は
、
徐
が
谷
野
使
の
宮
中
に
在
っ
た
時
、
張
子
壇

　
　
　
　
　
と
も

（
張
岱
？
）
と
岡
に
作
っ
た
と
云
ふ
か
ら
、
恐
ら
く
幕
下
の
衆
を
集
め

て
完
成
し
た
の
で
あ
ら
う
。
當
時
、
ま
だ
『
明
史
』
は
刊
定
さ
れ
て

を
ら
ず
、
靖
難
の
時
事
に
就
い
て
は
、
半
文
の
遜
國
を
事
實
と
し
て

み
る
。

・
　
『
西
河
合
集
』
事
状
ヨ
の
「
柴
徴
君
紹
嫡
墓
状
」
に
よ
る
と
、
陸

折
は
古
文
僻
を
以
て
名
を
知
ら
れ
、
鼎
革
の
後
、
杭
州
に
登
櫻
肚
を

創
立
し
た
。
順
治
康
熈
の
問
に
、
西
冷
騰
と
穂
せ
ら
れ
た
詩
壇
の
一

流
派
が
こ
れ
で
、
當
時
漸
く
流
行
の
氣
運
に
向
ひ
つ
つ
あ
っ
た
宋
一
7
5

詩
を
、
西
冷
の
一
派
は
全
く
斥
け
た
と
云
ふ
。
荘
史
の
獄
に
坐
し
て

京
師
に
途
ら
れ
る
途
中
、
一
日
、
金
山
の
下
に
泊
し
て
鐘
盤
聲
聲
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

聞
き
、
　
「
萄
も
生
還
す
る
こ
と
を
得
て
、
饗
し
空
門
に
親
忘
せ
ざ
れ

ば
、
大
江
の
如
き
有
ら
ん
」
と
誓
っ
た
。
康
煕
六
年
に
は
前
誓
に
背

か
ず
醜
恋
し
て
み
る
。
翌
年
、
丹
霞
の
金
道
麗
質
の
招
き
で
鯉
に
往

き
、
途
に
踪
跡
を
絶
つ
た
こ
と
は
、
陸
図
の
長
女
陸
華
行
が
、
康
煕

四
十
六
年
に
書
い
た
『
老
父
雲
遊
始
末
』
に
見
え
る
。
析
が
五
十
五

歳
で
出
家
し
て
以
來
、
す
で
に
三
十
九
年
が
経
過
し
て
み
た
と
云
ふ
。

こ
の
獄
を
起
し
た
張
本
人
の
呉
之
榮
は
、
康
煕
四
年
の
夏
、
獺
病
で

死
ん
だ
。
な
ほ
、
王
士
顧
の
『
皇
華
紀
聞
』
に
よ
る
と
、
陸
析
は
婁

に
入
っ
て
丹
霞
の
天
然
（
函
是
）
に
参
禅
し
、
繹
名
を
今
寛
、
平
字

を
與
安
と
讃
し
た
と
あ
る
。
函
是
和
省
　
の
弟
子
に
は
明
末
の
遺
老
が

多
く
、
屈
大
菱
と
か
、
明
末
永
暦
朝
の
名
臣
金
墜
つ
ま
り
後
の
澹
蹄

和
爾
等
が
あ
り
、
弟
子
の
排
行
に
は
、
羅
名
に
す
べ
て
今
字
を
用
み

て
み
る
か
ら
、
こ
れ
も
事
實
で
あ
ら
う
。
し
ば
ら
く
異
聞
を
附
記
す

る
。

五

　
濡
標
章
は
、
字
を
嘉
木
、
ま
た
力
田
と
も
云
ひ
蹄
安
の
諸
生
で
、

國
攣
後
は
餓
安
の
韮
漢
に
隠
居
し
、
奥
許
と
と
も
に
明
の
史
記
を
著
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作
し
ょ
う
と
し
た
。
昊
江
の
戴
笠
の
「
活
力
望
都
」
に
よ
る
と
、
溶

質
章
が
本
紀
と
諸
志
と
を
、
臭
炎
が
世
家
と
玉
響
と
を
分
撰
し
、
年

表
暦
法
は
王
錫
閲
に
厨
し
、
流
憲
志
は
戴
笠
が
分
澹
し
た
。
港
氏
は

既
に
『
實
録
』
を
購
ひ
、
詳
論
の
顧
炎
武
、
江
陰
の
李
遜
之
、
長
洲

の
早
掘
生
も
、
み
な
典
故
に
熟
し
、
藏
書
に
息
む
の
で
、
修
史
の
こ

と
を
援
助
し
、
ま
ま
そ
の
輩
・
稿
を
銭
謙
釜
に
示
し
て
激
を
受
け
た
と

云
ふ
。
　
『
専
管
考
異
』
は
こ
の
時
の
副
産
物
で
あ
ら
う
。
播
樫
章
撰

と
あ
る
が
、
文
中
、
呉
の
説
を
引
く
所
が
あ
り
、
呉
の
補
訂
を
経
た

の
で
あ
ら
う
。
洪
武
永
樂
二
朝
に
就
い
て
、
　
『
實
録
』
や
野
史
の
説

傳
を
列
画
し
て
辮
嫁
し
て
み
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
銭
露
草
に
は
す
で

に
「
太
子
實
録
辮
謹
」
の
一
篇
が
あ
り
、
　
『
蜜
録
』
の
紙
謬
を
正
し

た
。
こ
れ
は
『
聖
篭
群
雄
事
々
』
と
と
も
に
、
銭
氏
の
明
史
に
封
ず

る
關
心
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
銭
氏
自
身
に
明
史
の
述
作

の
志
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
惚
面
集
』
に
牧
め
る
「
頼
古
堂
文
選
序
」

に
、
　
「
己
丑
の
春
（
順
治
六
年
）
、
余
、
南
囚
よ
り
繹
さ
れ
て
里
（
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

熟
）
に
鎌
る
。
墨
く
本
朝
の
藏
書
を
聴
き
、
史
乗
を
裏
輯
し
て
、
数

百
秩
を
得
、
古
文
を
選
次
し
て
、
六
十
絵
秩
を
得
た
り
。
食
を
忘
れ

寝
を
堅
し
、
歳
月
を
窮
は
め
て
告
成
す
。
庚
寅
孟
冬
（
順
治
七
年
十
月
）
、

火
を
戒
め
ず
、
新
宮
三
日
の
漿
を
撰
す
。
天
の
我
に
假
す
に
斯
文
を

以
て
せ
ざ
る
を
縢
る
な
り
。
息
心
梱
榊
し
、
内
典
に
鎌
依
し
、
世
間

の
文
字
は
、
紗
然
と
し
て
塵
沙
の
積
劫
す
る
が
如
し
」
と
あ
る
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
査
暴
行
の
『
入
海
記
』
に
、
　
「
銭
蒙
翌
、

睨
史
二
百
五
十
巻
を
撰
す
。
辛
卯
九
月
（
順
治
八
年
）
晦
は
じ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

畢
る
。
越
え
て
後
日
、
景
雲
縷
（
銭
氏
の
覚
書
櫻
）
火
作
る
」
と
云
ふ

の
は
、
事
實
で
は
あ
る
ま
い
。
絡
繹
縷
の
火
災
は
庚
寅
孟
冬
で
あ
っ

て
、
己
丑
の
春
か
ら
は
、
二
年
足
ら
ず
の
短
時
日
に
す
ぎ
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
『
國
躍
層
異
』
で
は
ま
ま
銭
の
「
辮
謹
」
を
駁
正
し
て
み

る
。
　
『
有
學
集
』
の
「
盟
ハ
蟹
江
播
樫
章
書
」
に
は
、
播
の
『
考
異
』

の
援
擦
の
適
評
、
辮
析
の
詳
密
を
激
す
る
と
と
も
に
、
　
「
辮
澄
」
と

『
考
異
』
と
抵
聾
す
る
一
二
の
黙
で
、
い
さ
さ
か
緋
じ
て
る
る
が
、

全
禮
と
し
て
『
考
選
』
の
説
を
認
め
て
み
た
や
う
で
あ
る
。

　
建
文
朝
の
遺
事
で
、
後
世
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
の
は
、
洪
武
帝

崩
御
の
前
後
に
、
燕
王
が
南
下
し
て
潅
安
ま
で
至
り
、
そ
の
ま
ま
北

還
し
た
の
か
、
ま
た
は
入
朝
し
た
の
か
、
と
云
ふ
こ
と
と
、
燕
王
の

軍
が
金
陵
を
攻
め
、
金
川
門
の
守
り
が
破
ら
れ
た
と
き
、
重
文
は
焚

死
し
た
の
か
、
出
亡
し
た
の
か
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
　
『
要
撃
』

は
、
　
『
靖
難
事
蹟
』
や
『
馬
鐸
記
』
の
説
を
し
り
ぞ
け
、
　
『
實
録
』
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に
，
よ
っ
て
、
燕
王
入
朝
の
繋
累
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
建
文
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
諸
説
紛
紛
と
し
て
つ
ひ
に
定
論
は
な

い
が
、
自
焚
の
読
の
疑
ふ
べ
き
も
の
三
あ
り
、
遜
去
の
読
の
誤
る
べ

き
も
の
三
あ
り
と
し
て
、
出
亡
の
事
を
示
唆
し
て
み
る
の
は
、
ほ
ぼ

袋
當
な
見
解
で
あ
る
。
　
『
有
學
集
』
に
側
め
る
「
建
文
年
譜
序
」
に

も
、
　
「
謙
盆
さ
き
に
罪
を
史
局
に
待
つ
こ
と
三
十
絵
年
、
編
摩
を
網

羅
し
、
敢
て
失
墜
す
る
な
し
。
濁
り
遜
國
の
時
嘉
に
於
い
て
、
傷
心

椚
涙
し
、
紬
潮
染
翰
に
、
し
ば
し
ば
欄
筆
を
促
す
。
そ
の
故
三
あ
り
。

一
則
に
曰
く
、
　
『
業
物
』
微
な
き
な
り
。
二
則
に
曰
く
、
単
文
緋
を

異
に
す
る
な
り
。
三
則
に
田
く
、
儒
商
号
出
す
る
な
り
。
…
…
文
皇

帝
（
永
天
帝
）
の
先
聖
を
以
て
、
明
ら
か
に
知
る
、
儒
子
（
元
文
帝
）

の
焚
か
れ
ざ
る
を
。
明
ら
か
に
知
る
、
亡
人
（
逃
亡
し
た
建
文
無
）
の

外
に
在
る
を
。
明
ら
か
に
知
る
、
そ
の
朝
に
贈
に
煮
て
し
、
夕
に
楚

に
於
て
す
る
を
。
胡
淡
の
張
遽
遡
を
訪
ふ
や
、
人
を
捨
て
て
こ
れ
を

仙
に
求
め
、
そ
の
詞
を
迂
に
し
て
以
て
こ
れ
を
趣
く
す
。
世
論
の
西

洋
に
下
る
や
、
近
を
捨
て
て
こ
れ
を
遽
に
求
め
、
そ
の
途
を
廣
く
し

で
以
て
こ
れ
を
安
ん
ず
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
偽
文
は
総
門
に
身
を
や

つ
し
て
出
亡
し
た
が
、
永
樂
帝
は
深
く
は
追
究
せ
ず
、
却
っ
て
あ
ら

鴨
方
に
こ
れ
を
求
め
て
、
糖
に
逃
亡
を
許
し
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
返
文
と
永
樂
に
封
ず
る
爾
美
の
辮
で
、
曲
筆
を
菟
れ
ぬ
が
、

胡
淡
が
建
文
の
行
方
を
追
う
て
、
天
下
の
州
受
認
鼠
を
訪
ね
、
鄭
和

が
海
外
ま
で
出
か
け
て
捜
索
し
た
こ
と
は
、
清
朝
で
作
ら
れ
た
『
明

史
』
に
も
見
え
、
建
文
を
剃
髪
し
た
と
云
ふ
薄
命
が
、
十
年
煎
り
も
囚

へ
ら
れ
て
る
た
こ
と
は
、
や
は
り
慧
智
孝
傳
に
見
え
る
。
永
樂
年
間

に
編
修
さ
れ
た
『
等
質
』
が
、
建
文
は
已
に
焚
死
し
た
と
漸
定
し
た

の
は
、
燕
王
を
奪
ん
で
纂
、
取
の
名
を
蔽
ふ
た
め
の
考
慮
か
ら
で
あ
っ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
、
明
代
史
家
に
は
殆
ど
信
用
さ
れ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
（
魚
文

一
朝
の
政
治
に
つ
い
て
、
そ
の
虞
，
賢
の
記
載
は
、
す
で
に
永
樂
の
時
に
殿
減

せ
ら
れ
た
。
　
『
太
組
管
笛
』
は
、
永
樂
年
間
に
爾
次
の
改
修
を
経
て
み
る
と

云
ふ
）
。
と
も
あ
れ
、
　
『
國
勘
考
異
』
が
拙
亡
説
に
左
奇
し
な
が
ら
、

「
若
し
そ
れ
、
出
色
の
賢
は
、
則
ち
そ
の
事
秘
な
り
。
吾
得
て
こ
れ

を
知
ら
ず
。
必
ず
二
百
載
の
後
よ
り
、
そ
の
と
も
に
謀
る
は
何
人
、

跡
を
寄
す
る
は
何
地
な
る
を
h
一
一
指
ん
と
欲
す
る
は
、
愚
に
勝
れ

ば
則
ち
誕
、
疑
は
し
き
を
園
き
て
可
な
り
」
と
云
ふ
の
は
、
史
を
論

ず
る
も
の
と
し
て
委
當
な
態
度
で
あ
ら
う
。

　
な
ほ
、
濡
に
は
『
杜
詩
博
議
』
の
著
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
傳

に
見
え
る
。
す
で
に
傳
は
ら
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
臭
江
の
六
芸
に

よ
る
と
、
朱
鶴
齢
の
『
杜
詩
箋
註
』
に
は
、
多
く
『
触
法
』
か
ち
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採
取
し
て
み
る
が
、
そ
の
姓
氏
を
臨
み
て
著
は
さ
な
か
っ
た
と
云
ふ

（
善
誘
『
晒
縢
』
一
、
力
田
無
詩
。
因
み
に
、
溝
朝
に
於
け
る
考
擦
の
學
は
、

璽
末
満
初
に
於
け
る
、
『
詩
経
』
と
杜
詩
の
注
繹
の
業
か
ら
始
ま
る
）
。

　
奥
と
播
と
は
、
康
煕
二
年
二
月
、
捕
へ
ら
れ
て
叢
林
の
黒
地
に
繋

が
れ
、
問
年
五
月
、
杭
の
弼
教
坊
で
思
せ
ら
れ
た
。
と
も
に
死
す
る

も
の
二
百
鯨
人
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。
顧
炎
武
の
　
「
詠
史
」
と
題
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ざ
さ
れ

る
詩
に
、
　
「
永
嘉
一
蒙
塵
。
中
原
途
翻
覆
。
囁
名
牲
弧
（
胡
）
石
勒
謙
殉

ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
る

燭
二
心
符
高
遠
鱒
哀
哉
周
漢
人
。
離
”
柵
此
干
父
無
一
。
虫
去
王
子
年
。
猫

向
昌
深
浜
開
坐
」
と
云
ふ
の
は
、
魏
音
の
史
實
を
粘
り
て
、
湖
州
の
史

獄
を
悼
む
傷
心
の
作
で
あ
る
。
．
繋
累
武
の
高
弟
で
、
播
樫
章
の
弟
で

あ
る
裏
曲
の
手
紗
原
本
に
は
、
　
「
聞
湖
州
翠
雨
」
と
題
す
と
云
ふ
。

呉
濡
実
態
が
杭
で
刑
死
し
た
時
、
た
ま
た
ま
顧
忠
武
は
太
原
に
居
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
ち

「
寄
港
節
士
之
弟
束
」
詩
に
、
　
「
筆
創
干
年
年
。
英
電
鍍
巳
論
。
猫

ち
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
な
る
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
カ

存
‘
太
湯
瀬
刈
莫
レ
作
鵡
嗣
レ
書
人
鴨
門
戸
絡
遽
レ
汝
。
男
子
猫
重
レ
身
。

裁
詩
書
昌
寄
庭
噌
掩
レ
巻
一
傷
心
」
と
あ
る
の
は
一
恐
ら
く
こ
の
時
の

作
で
あ
ら
う
。
ま
た
「
扮
州
に
呉
炎
溜
樫
章
二
節
士
を
祭
る
」
詩
に

云
ふ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
た

　
露
　
空
林
に
下
っ
て
百
草
残
れ

　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
な

　
風
に
臨
み
て
働
く
あ
り
　
椒
蘭
を
璽
ふ

韮
漢
に
血
は
化
し
て
幽
泉
碧
に

蕎
里
に
．
魂
は
蹄
っ
て
白
日
寒
し
（
日
出
の
後
、
日
入
の
前
を
白
臼
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
）

　
一
代
の
文
章
左
馬
な
く

　
千
秋
の
仁
義
奥
播
に
在
り

　
巫
は
招
き
虞
卜
す
る
も
倶
に
零
落
し

　
逡
書
を
訪
は
ん
と
欲
す
る
も
遠
道
難
し

　
前
聯
の
「
韮
漢
血
化
骨
志
野
」
は
、
贈
爵
の
「
秋
來
」
詩
の
「
恨

血
千
年
土
中
碧
」
に
よ
ヴ
、
後
．
聯
の
「
千
秋
仁
義
在
鴬
野
」
は
、
劉

宋
の
王
紹
…
之
が
「
贈
藩
綜
・
呉
蓬
」
詩
に
、
　
「
仁
義
伊
在
。
惟
激

論
播
α
心
積
晶
純
孝
殉
事
著
二
蝦
難
幻
投
レ
死
如
レ
蠕
。
面
当
若
レ
蘭
」

に
基
づ
く
。
興
江
の
韮
漢
は
、
國
攣
後
、
藩
櫨
章
の
隠
棲
し
て
み
た

麗
で
、
順
治
十
四
年
参
の
、
蹄
荘
、
戴
笠
、
王
勿
、
播
憲
章
の
「
丁

商
騰
月
離
船
在
韮
漢
草
堂
終
尾
寧
人
道
兄
聯
句
三
十
二
韻
翫
と
、
こ

の
聯
句
に
封
ず
る
顧
炎
武
の
、
　
「
青
嵐
鮮
明
戴
笠
王
傍
藩
立
際
四
子

．
韮
漢
草
堂
聯
句
見
懐
二
十
韻
」
と
が
傳
へ
ら
れ
て
る
る
（
蹄
荘
は
、

乙
酉
の
後
、
昨
関
と
名
を
改
め
た
。
　
「
天
砕
明
徳
」
に
意
を
取
る
か
）
。
顧

炎
武
が
、
濡
来
の
岳
父
で
あ
る
王
略
の
た
め
に
書
い
た
「
山
陽
王
翼

墓
誌
銘
」
に
は
併
せ
て
港
糎
章
に
言
及
し
、
　
「
書
謬
説
二
子
事
」
で
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は
、
二
子
の
史
部
を
満
し
、
　
『
國
史
考
異
』
の
精
審
を
た
た
へ
て
、

唄
濡
の
節
と
學
と
を
愛
惜
し
て
み
る
。
風
炎
武
も
か
つ
て
荘
氏
の
修

史
の
こ
と
に
招
か
れ
た
が
、
荘
の
不
學
無
識
を
厭
ふ
て
去
り
、
難
を

菟
れ
た
の
で
あ
る
。

　
播
采
は
、
は
じ
め
徐
坊
に
從
っ
て
學
び
、
長
兄
樫
章
の
没
後
は
顧

炎
武
の
恩
顧
を
受
け
、
　
『
亭
林
遺
轡
』
と
か
『
土
産
録
』
を
幽
嘉
し
、

顧
氏
の
學
が
後
世
に
傳
は
つ
た
の
は
、
主
と
し
て
弾
弓
の
力
で
あ
る
。

し
か
し
晩
節
堅
か
ら
ず
、
康
細
…
十
七
年
目
博
學
鴻
儒
の
徴
に
鷹
じ
て
、

二
等
二
名
で
及
第
し
、
検
討
に
用
ゐ
ら
れ
た
心
そ
の
著
に
『
逐
初
堂

詩
文
集
』
二
十
七
雀
の
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
六

　
査
二
佐
は
漸
江
海
寧
の
人
。
墨
字
は
三
秀
、
更
字
を
支
三
と
云
ひ
、

伊
欝
と
幽
し
た
。
ほ
か
に
二
三
の
別
性
別
號
が
あ
る
。
崇
顧
六
年
翠

人
と
な
っ
た
。
門
人
沈
二
面
、
張
濤
と
族
孫
査
穀
熱
演
の
『
査
東
山

年
譜
』
が
あ
り
、
生
涯
の
行
書
は
こ
れ
に
精
し
い
。
沈
起
は
漸
江
嘉

興
の
人
、
字
を
紳
方
と
云
ふ
。
崇
禎
十
年
、
査
縫
佐
三
十
七
歳
の
時
、

は
じ
め
て
査
の
門
に
入
っ
て
弟
子
と
書
し
、
爾
京
の
陥
落
し
た
乙
酉

の
年
に
、
薙
髪
し
て
東
面
寺
の
天
水
和
爾
の
弟
子
と
な
っ
た
。
朱
葬

奪
の
『
静
志
居
詩
話
』
に
よ
る
と
、
　
『
學
園
録
（
集
？
）
』
の
著
が
あ

り
、
無
名
を
銘
起
、
字
を
墨
庵
と
改
め
た
と
云
ふ
。

㌧
野
寄
が
荘
史
の
獄
に
連
坐
し
た
の
は
、
す
で
に
六
十
一
歳
の
時
で

あ
る
。
　
『
年
譜
』
に
云
ふ
、
　
「
辛
丑
春
、
豫
章
の
王
公
干
一
（
名
は

郷
定
、
江
西
南
昌
の
人
）
西
湖
に
掲
託
す
。
先
生
同
人
と
と
も
に
爲
に

喪
を
治
む
。
陸
子
魔
京
、
先
生
に
告
げ
て
臼
く
、
南
風
に
荘
魏
と
い
ふ

も
の
あ
り
、
　
『
明
史
紀
略
』
を
作
る
。
虚
無
の
姓
残
に
、
首
に
棄
山

を
列
し
、
次
に
苑
子
文
白
（
名
は
腰
）
、
次
は
某
に
及
ぶ
、
共
十
八
人
。

序
を
作
る
も
の
は
、
李
霜
回
な
り
。
先
生
殊
に
戴
く
。
い
は
ゆ
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ら

い
に
警
む
る
も
の
は
論
ず
此
を
以
て
せ
ん
。
…
…
因
り
て
牒
を
督
學

に
投
じ
、
手
つ
か
ら
四
六
の
騰
を
著
し
（
督
學
に
與
へ
た
四
六
文
の
上

．
申
書
で
あ
る
）
、
…
…
並
に
苑
・
陸
の
名
を
牒
に
入
る
。
苑
．
陸
は
知

ら
ざ
る
な
り
」
と
。
一
方
、
陸
幸
行
の
『
老
父
浮
遊
始
末
』
に
は
、

　
「
康
照
工
年
壬
寅
春
二
年
。
父
の
友
王
子
一
な
る
も
の
閲
よ
り
新
に

至
り
、
昭
慶
寺
に
寓
す
。
忽
ち
疾
作
る
。
父
す
み
や
か
に
爲
に
調
治

し
（
陵
舞
は
馨
者
で
も
あ
っ
た
）
、
書
夜
や
ま
ず
、
　
詳
覧
に
起
た
ず
。

　
　
　
　
　
　
あ
っ

父
た
め
に
資
を
轍
め
て
棺
瞼
し
、
井
せ
て
駄
頭
の
十
金
を
出
し
、
そ

の
僕
を
し
て
枢
を
扶
け
て
里
に
締
ら
し
め
、
同
人
と
と
も
に
迭
り
て

江
濫
に
至
る
。
父
の
た
め
に
言
ふ
も
の
あ
り
、
湖
州
の
荘
姓
な
る
も
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の
、
著
す
所
の
建
直
、
本
朝
に
血
鯛
し
、
兼
ね
て
査
・
陸
・
苑
の
評

定
の
姓
名
あ
り
、
大
い
に
便
あ
ら
ず
と
な
す
と
。
父
曰
く
、
風
馬
牛

相
及
ば
ず
、
何
ぞ
此
あ
る
を
得
ん
と
。
家
に
逼
り
て
自
ら
思
ふ
に
、

野
業
文
白
は
遠
く
海
昌
に
隔
り
、
網
聞
く
に
及
ば
ず
。
査
君
伊
瑛
、

佳
居
遠
か
ら
ず
、
何
ぞ
一
た
び
詞
は
ざ
る
と
。
因
り
て
査
に
往
く
に
、

査
た
ま
た
ま
他
出
す
。
父
書
室
に
入
る
に
、
案
頭
果
し
て
此
書
あ
る

を
見
る
。
査
嚇
る
。
父
こ
れ
に
謂
ひ
て
曰
く
、
此
何
物
ぞ
、
ハ
岡
こ
れ

を
置
く
か
、
も
し
早
く
闘
ら
ざ
れ
ば
、
羅
ま
さ
に
作
ら
ん
と
す
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

因
り
て
牒
を
茜
雲
（
督
學
）
に
具
す
。
文
を
湖
郡
教
諭
母
君
宋
に
行

り
査
験
せ
し
む
」
と
あ
り
、
記
載
に
異
同
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
事

件
の
起
る
前
に
気
節
看
に
訴
へ
出
た
た
め
、
査
、
薄
、
睦
の
三
人
は

あ
や
ふ
く
罪
を
菟
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
陸
析
が
銭
塘
で
警
看
を
し
・

，
て
る
た
こ
と
は
、
康
煕
九
年
越
書
か
れ
た
、
黄
宗
蓑
の
「
高
野
中
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
モ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

誌
銘
」
に
、
　
「
時
に
陸
麗
部
署
を
避
け
て
騒
人
と
な
る
こ
と
す
で
に

も
　
　
　
も

十
年
、
呉
中
こ
れ
を
陸
講
山
と
謂
ふ
。
病
に
謁
す
る
も
の
市
の
如
く
、

濫
中
出
で
て
講
山
の
門
に
は
か
に
衰
ふ
」
と
あ
り
、
全
租
望
の
「
陸

麗
京
先
生
事
略
」
に
も
見
え
る
。

　
査
氏
に
は
多
く
の
著
書
が
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
が
、
愚
答
以
來
、

禁
網
を
恐
れ
て
、
た
と
へ
藏
す
る
も
の
も
秘
し
て
借
妙
を
許
さ
ず
、

叫
近
年
、
『
晩
明
史
料
叢
書
』
の
一
珊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
國
壽
録
』

と
、
か
つ
て
『
四
部
下
等
』
三
編
に
痛
め
ら
れ
た
『
罪
惟
鋒
』
と

『
東
山
警
語
』
　
と
が
、
今
に
行
は
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
こ
の
中
、

『
罪
惟
録
』
は
、
顯
治
十
二
年
、
査
氏
五
十
五
歳
の
時
に
著
述
を
始

め
、
二
十
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
、
明
一
代
の
歴
史
作
品
で
あ

る
。
　
『
年
譜
』
に
引
く
査
の
『
得
案
日
記
』
に
、
　
「
…
…
『
史
概
』

は
な
ほ
未
裁
草
四
十
本
あ
レ
。
湖
の
灘
の
朱
相
寄
託
祓
の
澄
筆
た
り
。

國
窯
業
は
弱
き
も
考
多
念
も
詳
、
信
条
と
興
せ
ら
る
。
こ
の
草
す
で

に
同
里
の
貢
生
荘
罐
の
家
に
質
す
。
鎌
、
紀
略
の
志
あ
り
、
人
を
し

て
繕
解
せ
し
め
る
こ
と
松
月
、
党
に
そ
の
質
を
遽
す
。
又
、
，
沈
警
世

に
質
す
。
蒼
□
こ
れ
を
寳
と
し
、
原
本
得
べ
か
ち
ず
。
こ
れ
を
荘
残

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
で
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

に
問
ふ
に
、
忌
み
て
と
も
に
校
せ
ず
、
余
素
よ
り
一
も
南
溝
に
至
ら

ず
。
た
ま
た
ま
朧
の
弟
廷
銭
轡
に
在
り
。
余
の
門
に
束
哺
す
。
田
く
、

家
兄
、
濁
り
こ
れ
を
な
さ
ん
と
お
も
ひ
、
人
に
分
つ
を
欲
せ
ざ
る
な

り
。
且
先
生
こ
れ
を
須
ひ
ざ
れ
と
。
余
韻
に
明
史
の
役
あ
り
、
改
め

て
『
罪
僧
録
』
と
日
ふ
」
と
あ
る
か
ら
、
始
め
帯
磁
禎
の
『
史
概
』
’

を
績
ぐ
意
圖
で
あ
っ
た
が
、
果
さ
ず
、
つ
ひ
に
猫
自
に
明
史
を
著
す

こ
と
と
な
り
、
繹
放
さ
れ
て
後
、
書
名
を
『
繋
累
録
』
と
改
め
た
の

で
あ
ろ
う
。
久
し
く
涯
滅
し
て
著
れ
ず
、
清
末
宣
統
中
、
謬
蓋
孫
の
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、

「
罪
要
録
践
」
（
『
藝
風
訳
文
漫
存
』
乙
丁
夢
四
）
に
よ
っ
て
、
再
び
そ
の
一

斑
が
世
に
紹
介
さ
れ
た
。

①
　
陳
寅
清
『
榴
無
慾
簗
』
に
云
ふ
、
　
「
或
ひ
と
逆
霧
の
罪
を
致
す
の
由
を
問
ふ
。

　
余
業
を
知
ら
ず
。
起
こ
れ
を
前
人
に
聞
く
。
旨
く
、
書
中
云
ふ
所
の
王
某
の
孫
婿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
は
割
ち
溝
の
徳
祖
な
り
。
云
ふ
所
の
建
州
都
督
は
、
蔀
ち
清
の
太
祖
な
ウ
。
而
し

　
て
多
を
直
書
す
。
又
云
ふ
、
長
山
劔
れ
て
鋭
士
恨
を
沙
燐
に
飲
み
、
大
藩
還
り
て
勤

　
卒
左
穫
に
錯
冒
す
。
此
の
姐
き
の
欝
、
李
津
島
・
浄
化
寵
・
熊
明
遇
の
傳
中
に
散
，

　
棄
す
。
又
、
孔
・
取
を
糊
し
て
叛
と
な
す
。
又
、
丙
辰
よ
り
三
鷹
木
暮
で
、
と
も
に

　
満
の
里
言
を
書
せ
ず
。
隆
武
・
永
暦
の
郎
位
正
朔
に
於
い
て
、
必
ず
大
諮
特
書

　
す
。
そ
の
鍋
を
取
る
の
端
此
の
魏
し
。
況
ん
や
、
志
・
表
・
帝
紀
・
世
家
な
く
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
た
だ
列
聖
あ
り
。
部
ち
、
王
賜
明
の
一
転
は
、
上
下
巻
あ
り
、
共
三
景
除
頁
。
そ

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
の
最
長
に
し
て
膿
裁
な
き
こ
と
知
る
べ
き
の
み
。
い
は
ゆ
る
三
雲
五
難
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
ひ

　
安
く
に
在
ら
ん
」
と
。
清
朝
時
代
に
は
、
建
網
の
二
字
を
灘
み
る
こ
と
は
忌
誹
さ

　
れ
た
。
　
『
明
史
』
で
は
、
建
州
の
事
に
遇
へ
ば
、
殆
ど
捌
除
し
て
み
る
。

②
蕪
氏
の
『
明
史
輯
略
恥
の
残
本
と
云
ふ
ふ
れ
こ
み
で
、
先
に
『
四
部
叢
刊
』
に

　
収
め
ら
れ
た
『
明
史
妙
略
臨
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
孟
森
（
一
八
六
七
i
一
九
三

　
七
）
の
「
書
明
史
妙
略
」
に
考
謹
が
あ
る
。
次
元
濟
の
解
題
は
訂
正
を
要
す
る
。

③
康
煕
年
闘
に
修
め
ら
れ
、
乾
隆
の
初
年
に
告
威
し
た
『
明
史
』
の
建
文
紀
が
曖

　
昧
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
単
文
の
焚
死
を
説
く
の
は
、
帝
王
に
墨
黒
解
式
の
理
は

　
な
く
、
崇
顧
の
太
子
に
点
く
天
下
の
望
を
断
つ
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
故
窟

　
か
ら
池
見
さ
れ
た
乾
隆
困
十
二
年
の
重
脚
本
『
明
史
本
紀
』
で
は
、
建
文
紀
の
末

　
に
「
擦
（
燕
王
）
遣
中
使
出
離
面
隠
火
。
群
議
膏
屍
。
越
八
月
壬
申
。
用
學
士
王

　
景
言
。
備
禮
葬
之
」
の
改
定
が
あ
る
と
云
ふ
（
菰
森
『
明
代
史
』
靖
難
繭
疑
案
之

　
論
定
）
。
も
は
や
薬
室
の
基
礎
が
間
ま
り
、
忌
詳
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら

　
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
烹
都
大
詰
助
敏
授
）
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Japan　and　Korea　in　Ancient　East　Asia

　　about　the　establishment　of“Ta－ch’Uan”大王

by

Yoshitane　Sakamoto

　　　　　In　Pai玉く一chy6i百済in　the　sth¢en加ry　th♀so－called‘‘Paik－chy6i　Ta－

　　　ch’Uan”百済大王had　been．estab｝圭shed　who　was　accompanied　by“Ch’一

・　uan”王and“Hou”侯．　In　those　days，　however，　about　the　same　time

　　　”‘Ta－ch’tian”大王had　been　established．　in　Japan　and　other　Korean

　　　countries，　too；that　is，　iR　Ko－ku・ry6高句麗at　the　end　of　the　4th　cen．

　　　tury，　inWei－kuo倭国ln　the　first　half　of　the　5th　ceBtury，　and　ln　Si｝la

　　　新羅hユthe　middle　of　the　6th　century：

　　　　　To　trace　back　its　establishing　process，　we　may　be　able　to　find　the

　　　．sirni！ar　phenomena，　among　which　are　rapid　development　of　their　dom2－

　　　nion，　subjugation　of　their　neighbouring　countries－by　bringing　a　tri－

　　　bute　aRd　putting　in　pawn　　some乞imes　Ts’さ一li冊立of　other　princes；

　　　・on　the　other　hand　the　very　king　was　awarded　Fさng－ts’δ封冊from．　the

　　　then　dynasty　of　China，　through　which　his　state　showed　its　independence，

　　　and　established　each　foothold　iB　the　international　soeiety　of　East　Asia；

　　　「‘‘Ta－Ch’ua1ゴ’＝大≡E　had　been　established　through　the　above　process．

　　　　　This　article　is　to　specialize　the　international　motive　in　this　establish－

　　　ing　Process　of‘‘Ta－Ch，蔭a1ユ”　＝大三E　in．K：orea　and　Japan．

AHistory　of　Ming明Dynasty　edited　by　Chuang．荘in
　　　　　　　　　　　Hu－chou　湖州　and　its　H：istoriarls

by

Yukihiko　Yuasa

　　The　we11－known　Chuang－shih荘史case　at　Nan－sin南潟in｝lt1－chou

湖州is　not　to　be．　found　in“Ts’ing－tai－wen－tzU－yu－tang”清代文字獄棺，

　　　　　　　・．”　’　（622）



and　the　clifferepce　in　the　reoi　orts　of　ks　story　n）ade　it　impossible　for　us

to　judge　their　propriety．　In‘‘Chuo・ying40u－shu－pa”著硯四書践by　Pan－
ching’一cheng　’；，as”’　’　t，，一”ii．一Af，’Sgl　published　the　other　year，　the　author　praised　“　Chuang－

shih－shih－an－pen－me”荘氏史案本末by　Fu－i－1i伝以礼，　the　documents　of

which　we　have　ever　examined　except　for“1（ung－all－pi．chi”恭奄筆記by

Fei－san・ch’i費三折，　but　mally　were　written　on　rumours　except‘‘Liu－

1〈　’an－sui－P，i，，榴寵随筆by　Cl｝，邑n－yin－ts，ing陳寅1青who　macle　friends　with

Chuang荘；“Tsiu－sz蛍’qn9－i－tsi”秋思堂遺集by　Mrs　Lu・sin－hsin9陸節

行tOld　Only　a　StOry　Of　her　remembrance　aS　many　aS　fOl－tY　yearS　agO．

With　the　documents，　including“Ch’a－chi－cha－nien－pゼ査継佐．年譜，　we

can　supply　or　revise　the　historians’　descriptions　which　were　．quoted．by

Fu傳。

　．This　article　outlines　this　case，　and　tries　to　appreciate　the　historians

Wu－yen呉炎and　P’an－ch色ng－chang濤樫章who　were　i葺volveδand　kil．

1ed沁this　event，　and　the　promi1玉ellt　lnen　Ch’a－chi－cha査継佐and　Lu－

ch’i陸垢who　were　false玉y　accused．

Le　Jacobinisme　et　le　Moinvement　des　Sans－culottes

par

Akira　Okamoto

　　Aprさs　avoir　recherch6　quelques　prob1色mes　sur　le　mouv6ment　des

Sans－culottes＊il　me　1’este　de　les　apProfondir　en　consid6rant　les　id奄es．

politiques　des“Jacobins”（1e　jacobinisme），1eaders　gouvemementaux

en　1，an　II，　et　leurs　relat圭ons　avec　des　mouvements　popula量res．

　　王）our　les　Jacobins　qui　se　voyaient　charg6s　玉es　taches　h　r6aliser　les

　　　　　　　　キid6es　de玉a　Declaration　des　droits　de　rhomme　et　du　citoyen　de　1789，　de

laquelle，　d’apr色s　Robespierre　et　Marat，　les　indigents　devaient　b6n6ficier，

Ies　Sans－culottes　6taient　une　force　alli6e　dont　les　actions　d呈re¢tes．

devaie聡t　Stre　justi丘6es　et　incit6es．au　point　de　vue　politique．　Cependant

le　jacobinisme　conユprend　ull　principe　d6favorable　aux　Sans・culottes，1e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（621）


